
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

4,245 単位時間 660 単位時間 3,585 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

130 人 118 人 人 0 % 7 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和7年10月1日

532-0005

06-6392-4371
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人ミクニ学園 昭和23年1月23日 豊田　晃敏 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8
532-0555

06-6392-4371

大阪文化服装学院 昭和51年10月1日 和田　康彦 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政 ファッション専門課程 スーパーデザイナー学科 - 平成21(2009)年度 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
世界で通用し、独立志向の強いデザイナー養成が目的。クリエイティブなデザイン力と自らのブランド構築の為、２年次に外部でグループブランドの制作、展示販売。３年
次では商品企画演習等の講義と実習を組み合わせた実践授業に重点を置いている。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

Asia Fashion Collection 12th　グランプリ、ファイナリスト、FASHION FORONTIRE PROGRAM2024 入賞、Fashion Graduate Italia　出場、第98回装苑賞　入賞、
D-FRANCO Denim Disegno 2024・2025 入賞、Graduate Fashion Week International 2024 ファイナリスト、KAIHAT&Head-piece 2024 入賞、第32回大連杯　入賞
RECLOTHES cup 2024 アップサイクルコンテスト　入賞、The 5th Korea・Fashion Design Contest（銀賞、奨励賞、銅賞、優秀賞）　他

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

4 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

8

（令和6年度卒業生）

15
■地元就職者数 (F) 4
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 94

27

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 18
■就職希望者数 (D)　　　　　： 16
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ヨウジヤマモト、オンアンドオン、ヤマサワプレス、ユミカツラインターナショナル、フジタカクリエーション、sacai、マーキーズ、アダストリア、ベイクルーズ
タレント事務所

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html

83
■進学者数 3
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 4,245

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 163

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 202

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

202

うち必修授業時数 4,110

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 163

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 20

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

20

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 20

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

萩原　直樹 株式会社アーバンリサーチ
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
校長直轄下に「教育課程編成委員会」を設置し、企業の要請を十分に生かしつつ、職業に必要な実践的かつ専門的な能力
の育成を図る。具体的には7月と12月に教育課程編成委員会を開催し、カリキュラム内容や授業科目の見直しを行うほか、
就職先である企業における人材の専門性に対する動向、新たに必要となる実務についての知識・技術・技能等を把握分
析。教育課程編成委員会での討議の成果を教育課程の編成に迅速に反映できる組織運営を目指す。これにより、職業教
育の質の担保に取り組むとともに、学科コースを絞って、委員会の所属先以外の企業からヒアリングやアンケート等を別途
実施し、職種ごとに企業等が求める知識・技術・技能を把握。この結果を教育課程編成委員会で検討していく計画である。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

小林　義歩 マツオインターナショナル株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年1月17日　10：30～12：00
第２回　令和7年7月2日　14：00～15：30

志貴　昌弘 シード株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

河野　あゆみ 株式会社エーツー
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会の要請を十分に生かしつつ、実務的かつ専門的な職業教育に主体的に取り組む基本姿勢を堅持。こ
の立場で教育課程編成委員会の私的や意見をどのように授業科目の編成、授業内容方法の改善に繋げていくかについて
は学内に設置している「学科長会議」（校長・学科長等で編成）において討議し、企業側の要請度合い、新しい成長性、知
識・技術の高度化等の視点から分析し、優先順位を付けて教育課程の編成に取り組んでいく。

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業・業界団体等との連携の中で学業成果を発揮するとともに、実践的かつ専門的な職業教育に必要となる最新の知識・
技術・技量の習得を目指し、学生の多様な職業教育ニーズに対応する。これと並行して企業等との連携を通し、組織運営、
業界活動に触れることで企業等に対する理解、社会性やコミュニケーション能力を高め、社会・職業に円滑に移行させること
を基本に置く。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

素材知識Ⅱ

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅠ

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

素材の成り立ちや特性を理解し、
服作りの基礎となる素材知識を習
得する。

ｼﾞｬｹｯﾄやｺｰﾄの縫製を学ぶことで
厚みの展開方法やｼﾙｴｯﾄを意識し
たｱｲﾛﾝﾃｸﾆｯｸ、副資材の意味等を
理解し応用力を養う。

ｱﾊﾟﾚﾙ製品の重衣料について基礎
知識を学び、体型やﾃﾞｻﾞｲﾝに応じ
たﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの応用を学ぶ。

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅠで習得した基
礎をﾍﾞｰｽに、応用する能力を身に
付ける。

発想力とﾃﾞｻﾞｲﾝ力を高め、企画力を身に
付ける。自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立案しﾘｻｰﾁ、企画
提案力を学ぶ。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを実施し、協調
性やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を醸成する。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

「アダプティブファッションショー」の衣装製作。重症心身障がい者をモデルに、パートナー（介助者）の方々が着脱しやすい
服のリメイクを行い、ファッションショーとして披露。TPOにあったオシャレなスタイリングはもちろん、着脱のしやすさに重点を
おいた服のリメイクやデザインを行う。本校においては、パタンナーコース13名が５チームに分かれ４つのシーンを選び、1
チーム1体。全5スタイリングを発表。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

令和7年9月26日 対象： 教員4

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和7年6月27日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員4

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

人権教育研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年10月9日 対象： 教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

尾州産地見学 連携企業等： 中伝毛織

令和6年8月27日 対象： 教員3

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

令和6年9月3日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 妙中パイル織物

令和6年9月12日

②指導力の修得・向上のための研修等

発達障害等のある生徒が安心して学ぶために（生徒指導）

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年11月13日 対象： 教員

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

②指導力の修得・向上のための研修等

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

新任教員研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和７年8月 対象： 教員2

専修学校と精度、専修学校における職業教育、専修学校教育の在り方と授業実施、学生・教員の為の実
践心理、人権に関する基礎知識、専修学校教員のための個人情報保護法



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

卒業生

保護者

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
法令、設備基準の遵守、個人情報保護対策、自己点検・自己評価の
実施、改善取組、自己点検・自己評価の公表

（１０）社会貢献・地域貢献 -
（１１）国際交流 -

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念・目的・教育人材像、学校の特色、将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織や意思決定、人事や賃金での処遇、
意思決定システム、情報システム等の業務効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校自己評価の取組を通して、教職員が教育活動やその他の学校運営の成果や課題を共有し、組織の活性化や学校運
営の継続的な改善を図る。学校関係者評価では、実施に当たって企業関係者、保護者、卒業生等、学校の自己評価の結
果等について評価することで、
・学校自己評価の客観性や透明性を高める。
・学校、企業、地域が学校の現状や課題について共通理解を持って、学校運営の改善に繋がる連携効果を引き出す事を狙
いとする。
学校は、創立以来「社会への還元」を理念に、全ての学生に最良のファッション教育を提供する事を目標としているが、年度
ごとの重点課題、方針を明確化し、この達成に向けた具体的な取組を新しい評価項目として設定している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動
教育目標・人材養成像、到達可能性の知識・技術・人間性、カリキュラ
ム体系化、科目の適正な位置付け、授業評価の実施、教員の要件・確
保、成績評価・単位認定、資格取得、地域社会との連携

（４）学修成果
就職率の向上、資格取得率の向上、退学率低減、卒業生・在校生の
社会的活躍の把握

（５）学生支援
就職・進学指導の体制、学生相談、学生の経済的側面と支援、学生の
健康管理、課外活動支援、学生の生活環境、保護者との連携、卒業生
支援、留学支援と海外教育機関との連携

※（１０）及び（１１）については任意記載。

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

（６）教育環境
施設・設備の整備、インターンシップや海外研修体制の整備、防犯対
策

（７）学生の受入れ募集
学生募集の適正さ、学生募集での教育効果の伝達、入学選考基準、
学納金の妥当性

（８）財務
財務基盤の安定、予算・収支計画の有効性、会計監査、情報公開の
体制整備

（３）学校関係者評価結果の活用状況
大阪文化服装学院では、これまで保護者を対象に就職説明会を開催し、学校の教育方針、施設・設備の整備拡充状況、就
職対策、特待生等の学生支援について、説明責任を果たす一方で、自己点検・自己評価にも並行してとり組んできた。今
回、自己評価と学校関係者評価を一体化して推進するに当たり、ステークホルダーとして企業、関係団体等のニーズを踏ま
えた具体的な評価項目の絞り込みを通して、教育内容、授業方針、学校マネージメントの改善に活用したい。特に経営陣の
経営管理能力の向上、教職員の研修機会を確保する事で、資質、スキルアップ、教員の関係業界との交流を通じ、卓越し
た実践・実務型の職業教育能力を身に付けた教員育成を図る。
・少子化の影響が進んでおり、学校業界が連携して情報交換等を強化しながら運営する事が必要であり、文化服装学院連
鎖講協会、一般社団法人大阪府専修学校各種学校連合会、関西ファッションカレッジコンソーシアム等の組織をファッション
を通じて、より一層の情報交換を行っていく。
・起業家を育てる事を目的とした企業とのコラボを研究する必要があり、大学ではそのような取組もなされており、専門学校
においてもカリキュラムに取り入れる必要について検討する。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

大阪市泉尾工業高等学校
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

岩光　栄太郎 文化すみれ会
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

大黒　正人 保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

片岡　敏哲



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数、カリキュラム（科目配当表（科目編成、授業時数））、進級・卒業の
要件等、学習の成果として取得する資格、合格を目指す検定等

（３）教職員 教職員数、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取組み、実習・実技等の取組み、就職支援等への取
組み支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者に学校の理念や教育方針について正しく理解してもらうため、学校の基本情報を積極的に開示、提供する。こ
れを通じて、教職員、生徒、企業、保護者、地域間で共通の理解を深め、教育活動の活性化と運営の円滑化を図る。提供
手段として、ホームページ、印刷物、学校案内パンフレットなど多様化させるとともに、わかりやすさにも配慮する。また提供
に当たって、個人情報の取扱いについて十分に留意する事とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育・人材の養成の目標、経営方針、特色、校長名、所在地、
連絡先等、学校の沿革・歴史

（８）学校の財務 貸借対照表、収支計算書
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受入れ、派遣、海外の学校等との交流

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組み
（６）学生の生活支援 学生支援への取組み
（７）学生納付金・修学支援 奨学金、授業料免除等の案内等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（１１）その他 生活ガイドブックの作成、配布
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
ﾃﾞｻﾞｲﾝ発想理
論・演習Ⅰ

ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎となる考え方、ﾘｻｰﾁの手法、ﾘ
ｻｰﾁの落し込みを学ぶ。

1
前

60 ○ ○ ○

2 ○
ｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ
Ⅰ

ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎となる考え方、ﾘｻｰﾁの手法、ﾘ
ｻｰﾁの落し込みを学ぶ。

1
後

60 ○ ○ ○

3 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅠ

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞの基礎となる人体の描き
方、素材の表現方法を学ぶ。

1
通

120 ○ ○ ○

4 ○
ﾊﾟﾀｰﾝ理論・
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ演習
Ⅰ

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ・企業の現場で通用する、ﾍﾞｰｼｯｸなｱ
ｲﾃﾑからﾃﾞｻﾞｲﾝ性の高いｱｲﾃﾑまで、様々なﾃﾞ
ｻﾞｲﾝ、ｼﾙｴｯﾄを自由に表現できる知識・技術
を身に付ける。

1
通

360 ○ ○ ○

5 ○
ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞ
Ⅰ

服作りの基礎となる縫製技術を学び、作品
作りを通して服の構造を理解する。

1
通

240 ○ ○ ○

6 ○ 素材知識Ⅰ
ﾌｧｯｼｮﾝ業界の重要な基礎知識である素材の
知識を習得し、ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞそれぞれ
の分野において実践で活用できる事。

1
通

45 ○ ○ ○

7 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞ

ｱﾊﾟﾚﾙ業界で基礎となるﾄﾚﾝﾄﾞ、ﾌｧｯｼｮﾝ感
性、ｵｹｰｼﾞｮﾝの知識を学び、またﾘｻｰﾁを通し
て市場の流れを理解する。

１
後

15 ○ ○ ○

8 ○ ﾌｧｯｼｮﾝｶﾗｰ
ﾌｧｯｼｮﾝ業界においての業務遂行上必要な色
彩の基礎知識、ならびに色彩感覚の向上と
的確な色彩運用能力の習得を目的とする。

1
通

60 ○ ○ ○

9 ○ 西洋服装史
西洋服装の基礎知識を学び、時代や地域、
社会、芸術との関わりを知る。

1
後

30 ○ ○ ○

10 ○ ﾄﾚﾝﾄﾞⅠ

ﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎となるﾌｧｯｼｮﾝﾄﾚﾝﾄﾞについて学
び、過去の流行から現在の流行の流れを理
解させる。またその知識を用いﾃﾞｻﾞｲﾝに応
用する力を身に付ける。

1
後

15 ○ ○ ○

11 ○ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ知識Ⅰ

ｺﾚｸｼｮﾝでﾒｼﾞｬｰなﾌﾞﾗﾝﾄﾞを中心に、その歴史
やﾃﾞｻﾞｲﾅｰ等の知識を深める。またﾌﾞﾗﾝﾄﾞｺﾝ
ｾﾌﾟﾄを調べ、各ｼｰｽﾞﾝのｺﾝｾﾌﾟﾄの繋がり等を
理解する。

1
後

15 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション専門課程 スーパーデザイナー学科）
分類

授業科目名 授業科目概要
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年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
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12 ○
Introduction
to fashion
design

西洋のﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの歴史を学び、ﾘｻｰﾁ方
法を研究し、様々な切り口でﾃﾞｻﾞｲﾝに向け
てのﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを行う。

1
通

30 ○ ○ ○

13 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅠ

ビジネス現場において求められる社会人としての
基礎能力を理解し、身につけさせる。中でも、組
織の理解、組織の中で仕事や生活するために必要
な人間関係調整力をマナーの授業を通じて学習す
る。

1
通

60 ○ ○ ○

14 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
1
通

30 ○ ○ ○

15 ○
ｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ
Ⅱ

ｺﾝｾﾌﾟﾄﾃﾞｻﾞｲﾝⅠで習得したﾃﾞｻﾞｲﾝ発想ﾌﾟﾛｾｽの応
用。過去（民族）現在（時代のﾑｰﾄﾞ）未来（未来
的なｱｲﾃﾞｱ）3つを組合わせてｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞなﾃﾞｻﾞｲﾝ展
開、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ開発の手法を学ぶ。

2
前

60 ○ ○ ○ ○

16 ○ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ企画Ⅰ
1年で習得したﾃﾞｻﾞｲﾝ発想ﾌﾟﾛｾｽの応用。ﾌﾞ
ﾙｰﾌﾟﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立ち上げ、商品展開を学ぶ。
実践教育として企画から販売まで学ぶ。

2
後

60 ○ ○ ○ ○

17 ○
ｺﾝﾃｽﾄﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅠ

自分のｸﾘｴｰｼｮﾝを発信する基となるﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞ
の表現方法を習得する。

2
通

120 ○ ○ ○

18 ○
ﾊﾟﾀｰﾝ理論・
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ演習
Ⅱ

独創的なｼﾙｴｯﾄをﾊﾟﾀｰﾝで表現する力を身に
付け、ｼﾞｬｹｯﾄの製図理論と服飾造形の基礎
知識を学ぶ。

2
通

240 ○ ○ ○ ○

19 ○
ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞ
Ⅱ

伸縮素材、薄物、皮革など、特殊素材の扱
い方を理解し、より高度な縫製技術を習得
する。

2
通

120 ○ ○ ○ ○

20 ○ 素材知識Ⅱ
1年次で習得したｱﾊﾟﾚﾙ素材の基礎知識の理
解を深め、実習課程で知識を知恵に変換す
る事を学ぶ。

2
通

45 ○ ○ ○

21 ○
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲ
ﾝⅠ

ｱﾊﾟﾚﾙ業界において広く利用されている、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ
によるﾃﾞｻﾞｲﾝやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料作成のｽｷﾙは必須
である。業界標準的に使われている「Adobeｲﾗｽﾄﾚｰ
ﾀｰ、ﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟ」操作の基本と活用方法を学び、ｽｷﾙ
向上をはかる。

2
通

120 ○ ○ ○

22 ○ ﾄﾚﾝﾄﾞⅠⅡ
社会情勢や市場からﾄﾚﾝﾄﾞを探り、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ企
画の授業と連携させ商品企画やﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝへ
繋げる。

2
後

15 ○ ○ ○

23 ○ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ知識Ⅱ

各ﾌﾞﾗﾝﾄﾞをﾘｻｰﾁし、ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの方法や商品
の見せ方を分析。分析結果を商品企画に反
映させ、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞやDM、ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ等のﾌﾟﾛﾓｰ
ｼｮﾝを作成する。

2
後

15 ○ ○ ○

24 ○
商品企画生産
Ⅰ・実習

重衣料を中心とした縫製技術を学び、様々
なｱｲﾃﾑに対応できる幅広い知識と技術力を
習得する。

2
通

120 ○ ○ ○ ○

25 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ
論

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの現場において求められる社
会人基礎能力を身に付ける為の講義・実践
を通して理解、習得する。

2
後

15 ○ ○ ○

26 ○

Burand
aesthetic and
Identity in
contemporary
fashion

スタイル（美的感覚）と業界における位置
づけ（デザイン・アイデンティティ）をま
とめてプロダクトを提案しプレゼンテー
ションを行う。

2
通

60 ○ ○ ○



27 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ

ビジネス現場において求められる社会人としての
基礎能力を理解し、身につけさせる。中でも、組
織の理解、組織の中で仕事や生活するために必要
な人間関係調整力をマナーの授業を通じて学習す
る。

2
通

60 ○ ○ ○

28 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

2
前

15 ○ ○ ○

29 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
2
通

30 ○ ○ ○

30 ○ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ企画Ⅱ
MYﾌﾞﾗﾝﾄﾞの立ち上げから商品制作、ﾌﾟﾛﾓｰｼｮ
ﾝ、展示会出展、販売ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰまでを学ぶ。

3
前

60 ○ ○ ○

31 ○
ｺﾚｸｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ
Ⅰ

MYﾌﾞﾗﾝﾄﾞの立ち上げから商品制作、ﾌﾟﾛﾓｰｼｮ
ﾝ、展示会出展、販売ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰまでを学ぶ。

3
後

60 ○ ○ ○

32 ○
ｺﾝﾃｽﾄﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅡ

各ｺﾝﾃｽﾄに向けたﾃﾞｻﾞｲﾝ画を作成。過去の入
賞者や各ｺﾝﾃｽﾄの特徴を調べ、表現方法を模
索し独自のｽﾀｲﾙを身に付ける。

3
通

120 ○ ○ ○

33 ○
ｺﾚｸｼｮﾝﾊﾟﾀｰﾝ
理論・演習

ﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞの基礎を基に、ｼﾞｬｹｯﾄ研究を中
心にあらゆるﾃﾞｻﾞｲﾝ・ｱｲﾃﾑに対応できるﾊﾟ
ﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ知識と技術を習得する。

3
通

240 ○ ○ ○

34 ○
ｻﾝﾌﾟﾙ生産・
演習

自身のﾃﾞｻﾞｲﾝした世界観をどの様に形作ればよい
か、素材の特徴を理解し、素材に適した副資材の
知識を高めると共に、特殊ﾐｼﾝの使い分けや操作方
法を学び、ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞな作品つくりを目指す。

3
通

120 ○ ○ ○

35 ○ CAD
TORAY ACS CREA COMPOを使用してCAD操作を
習得。CADｼｽﾃﾑを利用してﾊﾟｿｺﾝ上で基礎知
識を基にﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞが出来る。

3
通

120 ○ ○ ○

36 ○
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲ
ﾝⅡ・WEBⅠ

ｱﾊﾟﾚﾙ業界において広く利用されている、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰによ
るﾃﾞｻﾞｲﾝやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料作成のｽｷﾙは必要である。就
職活動・ﾄﾚﾝﾄﾞを加味した提案資料や卒業作品で取り組
む自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞに関連するｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ作業がｽﾑｰｽﾞに実践で
きるように応用力を高める。

3
通

120 ○ ○ ○

37 ○ 海外短期留学

ﾌｧｯｼｮﾝを学ぶ世界中の若者が集まるﾖｰﾛｯﾊﾟ屈指の
ﾌｧｯｼｮﾝｽｸｰﾙであるｲﾀﾘｱ・ﾎﾟﾘﾓｰﾀﾞ校で、世界標準の
発想・ﾃﾞｻﾞｲﾝを学び、世界に通じるﾃﾞｻﾞｲﾅｰに必要
な「発想力」を高める。

3
後

30 ○ ○ ○

38 ○ 就職対策Ⅰ
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの現場において求められる社
会人基礎能力を身に付ける為の講義・実践
を通して理解、習得する。

3
後

30 ○ ○ ○

39 ○
商品企画生産
Ⅱ・実習

MYﾌﾞﾗﾝﾄﾞの立ち上げの為のﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾊﾟﾀｰﾝ・
縫製の演習

3
通

90 ○ ○ ○

40 ○

Design
process and
Portfolio
building

6スタイリングで構成されるミニコレクショ
ンを提案し、ポートフォリオにまとめる。

3
通

60 ○ ○ ○

41 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

3
前

15 ○ ○ ○



42 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
3
通

30 ○ ○ ○

43 ○ ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ企画Ⅲ

3年次に立ち上げたﾌﾞﾗﾝﾄﾞをさらに進化させ
て、もう1ｼｰｽﾞﾝのｺﾚｸｼｮﾝを実施。卒業ｺﾚｸｼｮ
ﾝも兼ねて、SHOWｱｯﾌﾟした見せ筋商品から、
ﾘｱﾙな商品を織り交ぜて展開する。

4
通

120 ○ ○ ○

44 ○
ｺﾚｸｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ
Ⅱ・実習

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ企画Ⅲの演習と実習。ﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾊﾟﾀｰ
ﾝ・縫製の研究。

4
通

120 ○ ○ ○

45 ○
ｺﾚｸｼｮﾝﾊﾟﾀｰﾝ
研究

ｺﾚｸｼｮﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞの確立の為に、各ｱｲﾃﾑに必要
なｼﾙｴｯﾄやﾃﾞｨﾃｰﾙのﾊﾟﾀｰﾝﾒｰｷﾝｸﾞ知識と技術
を修得させる。

4
通

240 ○ ○ ○

46 ○
ｻﾝﾌﾟﾙ生産・
研究

自身のﾊﾟｰｿﾅﾙな部分を掘り起こしつつ、ﾏｲﾌﾞﾗﾝﾄﾞ
の立ち上げに向けて、ﾘｱﾙﾀｰｹﾞｯﾄを明確にし、ｱｰﾄ
とﾘｱﾙの中間地点を探り、商品としての服を考え、
商品力の展開力を学ぶ。

4
通

120 ○ ○ ○

47 ○
商品企画生産
研究Ⅱ・実習

MYﾌﾞﾗﾝﾄﾞの立ち上げの為のﾃﾞｻﾞｲﾝ・ﾊﾟﾀｰﾝ・
縫製の演習

4
通

240 ○ ○ ○

48 ○
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲ
ﾝⅢ・WEBⅡ

ｱﾊﾟﾚﾙ業界において広く利用されている、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰによ
るﾃﾞｻﾞｲﾝやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料作成のｽｷﾙは必要である。就
職活動・ﾄﾚﾝﾄﾞを加味した提案資料や卒業作品で取り組
む自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞに関連するｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ作業がｽﾑｰｽﾞに実践で
きるように応用力を高める。

4
通

120 ○ ○ ○

49 ○ 就職対策Ⅱ
就職活動対策。就職の為の書類選考課題、
実技試験、面接時のプレゼンテーション対
策。

4
前

30 ○ ○ ○

50 ○
Final
potfolio
review

マイブランドのコレクションに基づいて、
ポートフォリオを作成する。Oleg氏による
直接レビューから毎回修正を行う。

4
前

30 ○ ○ ○

51 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
4
後

15 ○ ○ ○

51

期
週

合計 科目 4245 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 各学科の在学期間に定められた履修規定に従って科目の授業時数を修得することにより進級卒業が認められる。

履修方法： 定められた授業期間の講義、演習、実習に出席し、試験を受験またはレポート、作品、成果物提出が其々の科目で要件を満たした場合。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

3,285 単位時間 375 単位時間 2,910 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

330 人 281 人 人 0 % 11 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和7年10月1日

532-0005

06-6392-4371
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人ミクニ学園 昭和23年1月23日 豊田　晃敏 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8
532-0555

06-6392-4371

大阪文化服装学院 昭和51年10月1日 和田　康彦 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政 ファッション専門課程 ファッションクリエイター学科 平成 7(1995)年度 ― 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
アパレル企業で企画職、技術職として活躍できる人材育成。2年次から授業の職種に対応してコースを選択する。3年間を通して共通科目の「デザイン」「パターン」「縫製」
「3D」を修得。服作りの基本から高度な技術に裏打ちされた応用力を身に付け、希望職に必要な専門性を付加する。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

2024SSｱﾄﾘｴﾄﾞｰﾙ第5回ﾃｷｽﾀｲﾙ2次加工図案ｺﾝﾃｽﾄ（ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ、準ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ）、2024年度第13回ﾃﾞｺﾘﾒｲｸﾁｬﾚﾝｼﾞ展（特別賞）、第９８回装苑賞（装苑賞、入選）、第24回YKKﾌｧ
ｽﾆﾝｸﾞｱﾜｰﾄﾞ（ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ、入選）、G-FRANO Denim Disegno Award 2024・2025（入賞）、KAIHAT＆Head-piece2024（入選）、第61回全国ﾌｧｯｼｮﾝｺﾝﾃｽﾄ（入選）、第5回JEA刺繍
ｺﾝﾃｽﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ部門（最優秀賞、優秀賞、ﾃﾞｻﾞｲﾝ賞）、革ｺﾝ2024（入賞）、ﾅｺﾞﾔﾌｧｯｼｮﾝｺﾝﾃｽﾄ2024（入賞）他

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

11

（令和6年度卒業生）

64
■地元就職者数 (F) 41
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 96

64

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 90
■就職希望者数 (D)　　　　　： 67
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ｱﾀﾞｽﾄﾘｱ、Dolls、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ、ﾊﾗﾀﾞ、ﾏｰｷｭﾘｰ、小泉ｱﾊﾟﾚﾙ、ｱｽﾞﾉｩｱｽﾞ、三澤、ﾍﾞﾍﾞ、ﾅﾙﾐﾔｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、ｼﾃｨｰﾋﾙ、ﾄﾞﾘｰﾑ、ﾄﾌﾁｬﾌﾟ、ﾜﾀﾅﾍﾞｳｪﾃﾞｨﾝｸﾞ、さえ
ら、ｵﾝﾜｰﾄﾞ樫山、ﾌｧﾆｰ、IAAZAJ、ﾌｧｲﾌﾞﾜﾝﾌｧｸﾄﾘｰ、ﾊﾟﾙ、ﾌﾞﾚﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ、瀧定大阪、ﾃﾞｨｰﾌﾟｻﾝｸｽ、ｱｰﾊﾞﾝﾘｻｰﾁ、ｲｻﾑﾓﾘﾀ、ｴﾌﾘｰﾄﾞ、ﾍﾞｲｸﾙｰｽﾞ　他

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html

71
■進学者数 2
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,285

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 163

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 202

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

202

うち必修授業時数 4,110

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 163

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 20

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

20

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 20

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

萩原　直樹 株式会社アーバンリサーチ
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
校長直轄下に「教育課程編成委員会」を設置し、企業の要請を十分に生かしつつ、職業に必要な実践的かつ専門的な能力
の育成を図る。具体的には7月と12月に教育課程編成委員会を開催し、カリキュラム内容や授業科目の見直しを行うほか、
就職先である企業における人材の専門性に対する動向、新たに必要となる実務についての知識・技術・技能等を把握分
析。教育課程編成委員会での討議の成果を教育課程の編成に迅速に反映できる組織運営を目指す。これにより、職業教
育の質の担保に取り組むとともに、学科コースを絞って、委員会の所属先以外の企業からヒアリングやアンケート等を別途
実施し、職種ごとに企業等が求める知識・技術・技能を把握。この結果を教育課程編成委員会で検討していく計画である。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

小林　義歩 マツオインターナショナル株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年1月17日　10：30～12：00
第２回　令和7年7月2日　14：00～15：30

志貴　昌弘 シード株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

河野　あゆみ 株式会社エーツー
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会の要請を十分に生かしつつ、実務的かつ専門的な職業教育に主体的に取り組む基本姿勢を堅持。こ
の立場で教育課程編成委員会の私的や意見をどのように授業科目の編成、授業内容方法の改善に繋げていくかについて
は学内に設置している「学科長会議」（校長・学科長等で編成）において討議し、企業側の要請度合い、新しい成長性、知
識・技術の高度化等の視点から分析し、優先順位を付けて教育課程の編成に取り組んでいく。

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業・業界団体等との連携の中で学業成果を発揮するとともに、実践的かつ専門的な職業教育に必要となる最新の知識・
技術・技量の習得を目指し、学生の多様な職業教育ニーズに対応する。これと並行して企業等との連携を通し、組織運営、
業界活動に触れることで企業等に対する理解、社会性やコミュニケーション能力を高め、社会・職業に円滑に移行させること
を基本に置く。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

素材知識Ⅱ

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅠ

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

素材の成り立ちや特性を理解し、
服作りの基礎となる素材知識を習
得する。

ｼﾞｬｹｯﾄやｺｰﾄの縫製を学ぶことで
厚みの展開方法やｼﾙｴｯﾄを意識し
たｱｲﾛﾝﾃｸﾆｯｸ、副資材の意味等を
理解し応用力を養う。

ｱﾊﾟﾚﾙ製品の重衣料について基礎
知識を学び、体型やﾃﾞｻﾞｲﾝに応じ
たﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの応用を学ぶ。

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅠで習得した基
礎をﾍﾞｰｽに、応用する能力を身に
付ける。

発想力とﾃﾞｻﾞｲﾝ力を高め、企画力を身に
付ける。自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立案しﾘｻｰﾁ、企画
提案力を学ぶ。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを実施し、協調
性やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を醸成する。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

「アダプティブファッションショー」の衣装製作。重症心身障がい者をモデルに、パートナー（介助者）の方々が着脱しやすい
服のリメイクを行い、ファッションショーとして披露。TPOにあったオシャレなスタイリングはもちろん、着脱のしやすさに重点を
おいた服のリメイクやデザインを行う。本校においては、パタンナーコース13名が５チームに分かれ４つのシーンを選び、1
チーム1体。全5スタイリングを発表。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

令和7年9月26日 対象： 教員4

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和7年6月27日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員4

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

人権教育研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年10月9日 対象： 教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

尾州産地見学 連携企業等： 中伝毛織

令和6年8月27日 対象： 教員3

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

令和6年9月3日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 妙中パイル織物

令和6年9月12日

②指導力の修得・向上のための研修等

発達障害等のある生徒が安心して学ぶために（生徒指導）

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年11月13日 対象： 教員

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

②指導力の修得・向上のための研修等

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

新任教員研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和７年8月 対象： 教員2

専修学校と精度、専修学校における職業教育、専修学校教育の在り方と授業実施、学生・教員の為の実
践心理、人権に関する基礎知識、専修学校教員のための個人情報保護法



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

卒業生

保護者

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
法令、設備基準の遵守、個人情報保護対策、自己点検・自己評価の
実施、改善取組、自己点検・自己評価の公表

（１０）社会貢献・地域貢献 -
（１１）国際交流 -

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念・目的・教育人材像、学校の特色、将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織や意思決定、人事や賃金での処遇、
意思決定システム、情報システム等の業務効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校自己評価の取組を通して、教職員が教育活動やその他の学校運営の成果や課題を共有し、組織の活性化や学校運
営の継続的な改善を図る。学校関係者評価では、実施に当たって企業関係者、保護者、卒業生等、学校の自己評価の結
果等について評価することで、
・学校自己評価の客観性や透明性を高める。
・学校、企業、地域が学校の現状や課題について共通理解を持って、学校運営の改善に繋がる連携効果を引き出す事を狙
いとする。
学校は、創立以来「社会への還元」を理念に、全ての学生に最良のファッション教育を提供する事を目標としているが、年度
ごとの重点課題、方針を明確化し、この達成に向けた具体的な取組を新しい評価項目として設定している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動
教育目標・人材養成像、到達可能性の知識・技術・人間性、カリキュラ
ム体系化、科目の適正な位置付け、授業評価の実施、教員の要件・確
保、成績評価・単位認定、資格取得、地域社会との連携

（４）学修成果
就職率の向上、資格取得率の向上、退学率低減、卒業生・在校生の
社会的活躍の把握

（５）学生支援
就職・進学指導の体制、学生相談、学生の経済的側面と支援、学生の
健康管理、課外活動支援、学生の生活環境、保護者との連携、卒業生
支援、留学支援と海外教育機関との連携

※（１０）及び（１１）については任意記載。

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

（６）教育環境
施設・設備の整備、インターンシップや海外研修体制の整備、防犯対
策

（７）学生の受入れ募集
学生募集の適正さ、学生募集での教育効果の伝達、入学選考基準、
学納金の妥当性

（８）財務
財務基盤の安定、予算・収支計画の有効性、会計監査、情報公開の
体制整備

（３）学校関係者評価結果の活用状況
大阪文化服装学院では、これまで保護者を対象に就職説明会を開催し、学校の教育方針、施設・設備の整備拡充状況、就
職対策、特待生等の学生支援について、説明責任を果たす一方で、自己点検・自己評価にも並行してとり組んできた。今
回、自己評価と学校関係者評価を一体化して推進するに当たり、ステークホルダーとして企業、関係団体等のニーズを踏ま
えた具体的な評価項目の絞り込みを通して、教育内容、授業方針、学校マネージメントの改善に活用したい。特に経営陣の
経営管理能力の向上、教職員の研修機会を確保する事で、資質、スキルアップ、教員の関係業界との交流を通じ、卓越し
た実践・実務型の職業教育能力を身に付けた教員育成を図る。
・少子化の影響が進んでおり、学校業界が連携して情報交換等を強化しながら運営する事が必要であり、文化服装学院連
鎖講協会、一般社団法人大阪府専修学校各種学校連合会、関西ファッションカレッジコンソーシアム等の組織をファッション
を通じて、より一層の情報交換を行っていく。
・起業家を育てる事を目的とした企業とのコラボを研究する必要があり、大学ではそのような取組もなされており、専門学校
においてもカリキュラムに取り入れる必要について検討する。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

大阪市泉尾工業高等学校
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

岩光　栄太郎 文化すみれ会
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

大黒　正人 保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

片岡　敏哲



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数、カリキュラム（科目配当表（科目編成、授業時数））、進級・卒業の
要件等、学習の成果として取得する資格、合格を目指す検定等

（３）教職員 教職員数、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取組み、実習・実技等の取組み、就職支援等への取
組み支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者に学校の理念や教育方針について正しく理解してもらうため、学校の基本情報を積極的に開示、提供する。こ
れを通じて、教職員、生徒、企業、保護者、地域間で共通の理解を深め、教育活動の活性化と運営の円滑化を図る。提供
手段として、ホームページ、印刷物、学校案内パンフレットなど多様化させるとともに、わかりやすさにも配慮する。また提供
に当たって、個人情報の取扱いについて十分に留意する事とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育・人材の養成の目標、経営方針、特色、校長名、所在地、
連絡先等、学校の沿革・歴史

（８）学校の財務 貸借対照表、収支計算書
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受入れ、派遣、海外の学校等との交流

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組み
（６）学生の生活支援 学生支援への取組み
（７）学生納付金・修学支援 奨学金、授業料免除等の案内等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（１１）その他 生活ガイドブックの作成、配布
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ
Ⅰ

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝの基礎となる様々なﾃｰﾏを基に
ｲﾝｽﾋﾟﾚｰｼｮﾝから発想し、ﾃﾞｻﾞｲﾝの展開方法
を学ぶ。

1
通

120 ○ ○ ○ ○

2 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅠ

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞの基礎となる人体の描き方
や、素材の表現方法を学ぶ。

1
通

120 ○ ○ ○

3 ○
ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
Ⅰ

原型の成り立ちから各ｱｲﾃﾑの製図理論と服
飾造形の基礎知識を学び、平面製図を理解
しながら応用力を身に付ける。

1
通

360 ○ ○ ○

4 ○
ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞ
Ⅰ

服作りの基礎となる縫製技術を学び、部分
縫いから作品制作までを通して応用力を身
に付ける。

1
通

240 ○ ○ ○ ○

5 ○ 立体裁断Ⅰ

立体構造の意味を学び、身体（立体）の構
造を理解し、ﾀﾞｰﾂの適切な分量を知る。ま
た、衣服制作において地の目の必要性を学
ぶ。

1
後

30 ○ ○ ○

6 ○ 素材知識Ⅰ
ﾌｧｯｼｮﾝ業界の重要な基礎知識である素材の
知識を習得し、ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞそれぞれ
の分野において実践で活用できる事。

1
通

45 ○ ○ ○

7 ○ ﾏｰｹｯﾄﾘｻｰﾁ
ｱﾊﾟﾚﾙ業界で基礎となるﾄﾚﾝﾄﾞ、ﾌｧｯｼｮﾝ感
性、ｵｹｰｼﾞｮﾝの知識を学び、またﾘｻｰﾁを通し
て市場の流れを理解する。

１
後

15 ○ ○ ○

8 ○ ﾌｧｯｼｮﾝｶﾗｰ
ﾌｧｯｼｮﾝ業界においての業務遂行上必要な色
彩の基礎知識、ならびに色彩感覚の向上と
的確な色彩運用能力の習得を目的とする。

1
通

60 ○ ○ ○

9 ○ 西洋服装史
西洋服装の基礎知識を学び、時代や地域、
社会、芸術との関わりを知る。

1
後

30 ○ ○ ○

10 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅠ

ビジネス現場において求められる社会人としての
基礎能力を理解し、身につけさせる。中でも、組
織の理解、組織の中で仕事や生活するために必要
な人間関係調整力をマナーの授業を通じて学習す
る。

1
通

60 ○ ○ ○

11 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
1
通

30 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション専門課程 ファッションクイエイター学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○
商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
Ⅰ

発想力とﾃﾞｻﾞｲﾝ力を高め、企画力を身に付
ける。自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立案しﾘｻｰﾁ、企画提案
力を学ぶ。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを実施し、協調性やｺ
ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を醸成する。

2
通

120 ○ ○ ○ ○ ○

13 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅡ

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅠで習得した基礎をﾍﾞｰｽ
に、応用する能力を身に付ける。

2
通

120 ○ ○ ○ ○

14 ○
ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
Ⅱ

ｱﾊﾟﾚﾙ製品の重衣料につて基礎知識を学び、
体型やﾃﾞｻﾞｲﾝに応じたﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの応用を
学ぶ。

2
通

360 ○ ○ ○ ○

15 ○
ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞ
Ⅱ

ｼﾞｬｹｯﾄやｺｰﾄの縫製を学ぶことで厚みの展開
方法やｼﾙｴｯﾄを意識したｱｲﾛﾝﾃｸﾆｯｸ、副資材
の意味等を理解し応用力を養う。

2
通

120 ○ ○ ○ ○

16 ○ 立体裁断Ⅱ
身体（立体）の構造を理解し、ﾀﾞｰﾂの適切
な分量を知る。また、衣服制作において地
の目の必要性を学ぶ。

2
通

120 ○ ○ ○

17 ○ 素材知識Ⅱ
素材の成り立ちや特性を理解し、服作りの
基礎となる素材知識を習得する。

2
通

45 ○ ○ ○ ○

18 ○ 就職対策Ⅰ
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの現場において求められる社
会人基礎能力を身に付ける為の講義・実践
を通して理解、習得する。

2
後

15 ○ ○ ○

19 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ
論

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの現場において求められる社
会人基礎能力を身に付ける為の講義・実践
を通して理解、習得する。

2
前

15 ○ ○ ○

20 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝⅡ

ビジネス現場において求められる社会人としての
基礎能力を理解し、身につけさせる。中でも、組
織の理解、組織の中で仕事や生活するために必要
な人間関係調整力をマナーの授業を通じて学習す
る。

2
前

30 ○ ○ ○

21 ○ 3DﾓﾃﾞﾘｽﾄⅠ
2DのCADで作図されたﾊﾟﾀｰﾝを立体の形状に
仕上げる技術を持つ「3Dﾓﾃﾞﾘｽﾄ」を育成す
る。

2
通

120 ○ ○ ○

22 ○ 3Dﾓﾃﾞﾘｽﾄ研究
3DCADｿﾌﾄ「CLO」に加え、「substance」
[BLENDER」を駆使し、実物と遜色のない
3DCGを作成する。

2
後

60 ○ ○ ○

23 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

2
通

30 ○ ○ ○

24 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
2
通

30 ○ ○ ○

25 ○
商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ
Ⅲ

ﾘｻｰﾁ方法や企画提案力を応用し、就職先企
業に向けた商品企画を提案する。ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ
の作成。

3
通

120 ○ ○ ○

26 ○
ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ
Ⅲ

専門職として仕事内容の理解を深め、特殊
素材の専門知識や特殊ﾊﾟﾀｰﾝの手法を学び、
素材特性を考えたﾊﾟﾀｰﾝ技術を身に付け応用
へと繋げる。

3
通

300 ○ ○ ○



27 ○
ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞ
Ⅲ

特殊素材の取扱いから縫製技術を習得。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾌﾞﾗ
ﾝﾄﾞｺﾚｸｼｮﾝの発表に向けて、ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを意識した素材
のﾃｸﾆｯｸやｼﾙｴｯﾄの研究。各自が学んできた専門ｺｰｽ
の技術を発揮しながら作品制作を行う。

3
通

120 ○ ○ ○

28 ○ 立体裁断Ⅲ
立体の構成を理解、ﾀﾞｰﾂと地の目の重要性
を学ぶ。服のﾊﾞﾗﾝｽ感覚を養う。

3
前

60 ○ ○ ○

29 ○ 就職対策Ⅱ
就職活動で行われる実技試験や面接に対応
できる力を養う。

3
前

30 ○ ○ ○

30 ○ 卒業制作

3年間の集大成として各ｺｰｽで学んだ知識や技術を活かし、ｸﾞﾙｰﾌﾟ
でﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立ち上げｼｮｰ形式で発表する。ｸﾞﾙｰﾌﾟで話し合い、ﾄﾚﾝ
ﾄﾞや社会情勢を分析しﾃﾞｻﾞｲﾝを発想し制作。ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ力や見せ
方、演出の仕方を考え表現力を身に付けると共に各自の責任感や
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を身に付ける。

3
後

120 ○ ○ ○ ○

31 ○ 3DﾓﾃﾞﾘｽﾄⅡ

3DCAD ｿ ﾌ ﾄ 「 CLO 」 に 加 え 、 「 substance 」
[BLENDER」を駆使し、実物と遜色のない3DCGを作
成する。ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ、ﾊﾟﾀﾝﾅｰ的な要素を兼ね備え、ｸﾞ
ﾗﾌｨｯｸに特化したﾏﾙﾁなｸﾘｴｲﾀｰの育成を目指す。

3
前

60 ○ ○ ○

32 ○ 3Dﾓﾃﾞﾘｽﾄ研究
3DCADｿﾌﾄ「CLO」に加え、「substance」
[BLENDER」を駆使し、実物と遜色のない
3DCGを作成する。

3
通

120 ○ ○ ○

33 ○
ﾁﾙﾄﾞﾚﾝ・ﾒﾝｽﾞ
ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

子供の成長過程においての衣服のﾃﾞｻﾞｲﾝ・
ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞを展開できる方法を学ぶ。「ﾒﾝｽﾞ
ｳｪｱ」のﾙｰﾂ、ｽﾎﾟｰﾂｳｪｱの「機能」を学び、
表現する方法を学ぶ。

3
前

30 ○ ○ ○

34 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
3
通

30 ○ ○ ○

34

期
週

合計 科目 3285 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 各学科の在学期間に定められた履修規定に従って科目の授業時数を修得することにより進級卒業が認められる。

履修方法： 定められた授業期間の講義、演習、実習に出席し、試験を受験またはレポート、作品、成果物提出が其々の科目で要件を満たした場合。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

3,000 単位時間 1,365 単位時間 1,635 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

100 人 56 人 人 0 % 19 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和7年10月1日

532-0005

06-6392-4371
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人ミクニ学園 昭和23年1月23日 豊田　晃敏 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8
532-0555

06-6392-4371

大阪文化服装学院 昭和51年10月1日 和田　康彦 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政 ファッション専門課程 ブランドマネージメント学科 平成20(2008)年度 ― 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
市場起点の発想で商品を企画、ブランド構築できるプロデューサー育成のコース。アパレル商品演習（パターン・縫製）、ブランドプロデュース企画（オリジナル商品開発）
等の授業科目を導入。販売職にとどまらず、総合職、企画職として就職できるカリキュラムを充実。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）
9月から12月まで、HEP　FIVEにて学生ショップ「CEANGAIL」をオープン。トータル売り上げは、195万円。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

3 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

2

（令和6年度卒業生）

13
■地元就職者数 (F) 11
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

85

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 14
■就職希望者数 (D)　　　　　： 13
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ﾏｯｼｭHD、ｱｰﾊﾞﾝﾘｻｰﾁ、青野工房、ﾊﾞﾛｯｸｼﾞｬﾊﾟﾝﾘﾐﾃｯﾄﾞ、ｴﾚﾒﾝﾄﾙｰﾙ、ﾁｬﾝｽ・ﾂｰ、ﾋｭｰﾏﾝﾌｫｰﾗﾑ、CHAPPIE、TSI、合同会社L’AXE、おおまえ、Dxias、株式会
社ｱｲガット

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html

93
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,000

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 163

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 202

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

202

うち必修授業時数 4,110

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 163

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 20

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

20

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 20

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

萩原　直樹 株式会社アーバンリサーチ
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
校長直轄下に「教育課程編成委員会」を設置し、企業の要請を十分に生かしつつ、職業に必要な実践的かつ専門的な能力
の育成を図る。具体的には7月と12月に教育課程編成委員会を開催し、カリキュラム内容や授業科目の見直しを行うほか、
就職先である企業における人材の専門性に対する動向、新たに必要となる実務についての知識・技術・技能等を把握分
析。教育課程編成委員会での討議の成果を教育課程の編成に迅速に反映できる組織運営を目指す。これにより、職業教
育の質の担保に取り組むとともに、学科コースを絞って、委員会の所属先以外の企業からヒアリングやアンケート等を別途
実施し、職種ごとに企業等が求める知識・技術・技能を把握。この結果を教育課程編成委員会で検討していく計画である。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

小林　義歩 マツオインターナショナル株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年1月17日　10：30～12：00
第２回　令和7年7月2日　14：00～15：30

志貴　昌弘 シード株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

河野　あゆみ 株式会社エーツー
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会の要請を十分に生かしつつ、実務的かつ専門的な職業教育に主体的に取り組む基本姿勢を堅持。こ
の立場で教育課程編成委員会の私的や意見をどのように授業科目の編成、授業内容方法の改善に繋げていくかについて
は学内に設置している「学科長会議」（校長・学科長等で編成）において討議し、企業側の要請度合い、新しい成長性、知
識・技術の高度化等の視点から分析し、優先順位を付けて教育課程の編成に取り組んでいく。

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業・業界団体等との連携の中で学業成果を発揮するとともに、実践的かつ専門的な職業教育に必要となる最新の知識・
技術・技量の習得を目指し、学生の多様な職業教育ニーズに対応する。これと並行して企業等との連携を通し、組織運営、
業界活動に触れることで企業等に対する理解、社会性やコミュニケーション能力を高め、社会・職業に円滑に移行させること
を基本に置く。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

素材知識Ⅱ

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅠ

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

素材の成り立ちや特性を理解し、
服作りの基礎となる素材知識を習
得する。

ｼﾞｬｹｯﾄやｺｰﾄの縫製を学ぶことで
厚みの展開方法やｼﾙｴｯﾄを意識し
たｱｲﾛﾝﾃｸﾆｯｸ、副資材の意味等を
理解し応用力を養う。

ｱﾊﾟﾚﾙ製品の重衣料について基礎
知識を学び、体型やﾃﾞｻﾞｲﾝに応じ
たﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの応用を学ぶ。

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅠで習得した基
礎をﾍﾞｰｽに、応用する能力を身に
付ける。

発想力とﾃﾞｻﾞｲﾝ力を高め、企画力を身に
付ける。自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立案しﾘｻｰﾁ、企画
提案力を学ぶ。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを実施し、協調
性やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を醸成する。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

「アダプティブファッションショー」の衣装製作。重症心身障がい者をモデルに、パートナー（介助者）の方々が着脱しやすい
服のリメイクを行い、ファッションショーとして披露。TPOにあったオシャレなスタイリングはもちろん、着脱のしやすさに重点を
おいた服のリメイクやデザインを行う。本校においては、パタンナーコース13名が５チームに分かれ４つのシーンを選び、1
チーム1体。全5スタイリングを発表。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

令和7年9月26日 対象： 教員4

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和7年6月27日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員4

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

人権教育研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年10月9日 対象： 教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

尾州産地見学 連携企業等： 中伝毛織

令和6年8月27日 対象： 教員3

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

令和6年9月3日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 妙中パイル織物

令和6年9月12日

②指導力の修得・向上のための研修等

発達障害等のある生徒が安心して学ぶために（生徒指導）

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年11月13日 対象： 教員

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

②指導力の修得・向上のための研修等

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

新任教員研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和７年8月 対象： 教員2

専修学校と精度、専修学校における職業教育、専修学校教育の在り方と授業実施、学生・教員の為の実
践心理、人権に関する基礎知識、専修学校教員のための個人情報保護法



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

卒業生

保護者

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
法令、設備基準の遵守、個人情報保護対策、自己点検・自己評価の
実施、改善取組、自己点検・自己評価の公表

（１０）社会貢献・地域貢献 -
（１１）国際交流 -

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念・目的・教育人材像、学校の特色、将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織や意思決定、人事や賃金での処遇、
意思決定システム、情報システム等の業務効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校自己評価の取組を通して、教職員が教育活動やその他の学校運営の成果や課題を共有し、組織の活性化や学校運
営の継続的な改善を図る。学校関係者評価では、実施に当たって企業関係者、保護者、卒業生等、学校の自己評価の結
果等について評価することで、
・学校自己評価の客観性や透明性を高める。
・学校、企業、地域が学校の現状や課題について共通理解を持って、学校運営の改善に繋がる連携効果を引き出す事を狙
いとする。
学校は、創立以来「社会への還元」を理念に、全ての学生に最良のファッション教育を提供する事を目標としているが、年度
ごとの重点課題、方針を明確化し、この達成に向けた具体的な取組を新しい評価項目として設定している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動
教育目標・人材養成像、到達可能性の知識・技術・人間性、カリキュラ
ム体系化、科目の適正な位置付け、授業評価の実施、教員の要件・確
保、成績評価・単位認定、資格取得、地域社会との連携

（４）学修成果
就職率の向上、資格取得率の向上、退学率低減、卒業生・在校生の
社会的活躍の把握

（５）学生支援
就職・進学指導の体制、学生相談、学生の経済的側面と支援、学生の
健康管理、課外活動支援、学生の生活環境、保護者との連携、卒業生
支援、留学支援と海外教育機関との連携

※（１０）及び（１１）については任意記載。

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

（６）教育環境
施設・設備の整備、インターンシップや海外研修体制の整備、防犯対
策

（７）学生の受入れ募集
学生募集の適正さ、学生募集での教育効果の伝達、入学選考基準、
学納金の妥当性

（８）財務
財務基盤の安定、予算・収支計画の有効性、会計監査、情報公開の
体制整備

（３）学校関係者評価結果の活用状況
大阪文化服装学院では、これまで保護者を対象に就職説明会を開催し、学校の教育方針、施設・設備の整備拡充状況、就
職対策、特待生等の学生支援について、説明責任を果たす一方で、自己点検・自己評価にも並行してとり組んできた。今
回、自己評価と学校関係者評価を一体化して推進するに当たり、ステークホルダーとして企業、関係団体等のニーズを踏ま
えた具体的な評価項目の絞り込みを通して、教育内容、授業方針、学校マネージメントの改善に活用したい。特に経営陣の
経営管理能力の向上、教職員の研修機会を確保する事で、資質、スキルアップ、教員の関係業界との交流を通じ、卓越し
た実践・実務型の職業教育能力を身に付けた教員育成を図る。
・少子化の影響が進んでおり、学校業界が連携して情報交換等を強化しながら運営する事が必要であり、文化服装学院連
鎖講協会、一般社団法人大阪府専修学校各種学校連合会、関西ファッションカレッジコンソーシアム等の組織をファッション
を通じて、より一層の情報交換を行っていく。
・起業家を育てる事を目的とした企業とのコラボを研究する必要があり、大学ではそのような取組もなされており、専門学校
においてもカリキュラムに取り入れる必要について検討する。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

大阪市泉尾工業高等学校
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

岩光　栄太郎 文化すみれ会
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

大黒　正人 保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

片岡　敏哲



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数、カリキュラム（科目配当表（科目編成、授業時数））、進級・卒業の
要件等、学習の成果として取得する資格、合格を目指す検定等

（３）教職員 教職員数、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取組み、実習・実技等の取組み、就職支援等への取
組み支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者に学校の理念や教育方針について正しく理解してもらうため、学校の基本情報を積極的に開示、提供する。こ
れを通じて、教職員、生徒、企業、保護者、地域間で共通の理解を深め、教育活動の活性化と運営の円滑化を図る。提供
手段として、ホームページ、印刷物、学校案内パンフレットなど多様化させるとともに、わかりやすさにも配慮する。また提供
に当たって、個人情報の取扱いについて十分に留意する事とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育・人材の養成の目標、経営方針、特色、校長名、所在地、
連絡先等、学校の沿革・歴史

（８）学校の財務 貸借対照表、収支計算書
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受入れ、派遣、海外の学校等との交流

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組み
（６）学生の生活支援 学生支援への取組み
（７）学生納付金・修学支援 奨学金、授業料免除等の案内等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（１１）その他 生活ガイドブックの作成、配布
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ ｾｰﾙｽﾜｰｸⅠ
接客販売の基本心得と基本動作の習得
コミュニケーションスキルアップ

1
通

120 ○ ○ ○

2 ○
ﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝ
ｸﾞ概論

広範囲にわたるファッションビジネスの歴
史と基礎を知り、日々の勉強に役立てる。

1
通

120 ○ ○ ○

3 ○ 商品知識

ｱﾊﾟﾚﾙ業界の仕事に就くためには、お客様に対して
取り扱うﾌｧｯｼｮﾝ商品の説明や提案が求められる。
その為に必要なｱｲﾃﾑ分類や名称、ｼﾙｴｯﾄ、ﾃﾞｨﾃｰﾙ知
識、商品の良さを伝えるｽｷﾙを修得する。

1
通

60 ○ ○ ○

4 ○ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ論
お客様のﾗｲﾌｽﾀｲﾙやﾃｲｽﾄにﾏｯﾁしたｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
が提案できる事を目的とする。また、ｾﾝｽｱｯ
ﾌﾟに繋がるｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾃｸﾆｯｸを修得する。

1
通

60 ○ ○ ○

5 ○ ﾌｧｯｼｮﾝｶﾗｰ
色彩学の基礎を習得し、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄにおい
て、正確に活用する知識を身に付ける。

1
通

60 ○ ○ ○

6 ○ 素材知識Ⅰ

素材の成り立ちを理解し、服の基礎となる
素材知識を習得する。素材の特性を知り、
ﾌｧｯｼｮﾝ販売に必要な取り扱いを説明できる
ようになる。

1
通

45 ○ ○ ○

7 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅠ

ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ画の基礎構造を学習し、ｲﾗｽﾄ
のﾊﾞﾗﾝｽ感覚を養う。

1
通

60 ○ ○ ○

8 ○
ｱﾊﾟﾚﾙ商品演
習Ⅰ

洋服の立体構造を理解する事を目的とす
る。基本となるｽｶｰﾄをｱﾚﾝｼﾞし実物作成の
上、使用理解。

1
通

120 ○ ○ ○

9 ○
WEBﾋﾞｼﾞﾈｽ基
礎

ファッションのビジネス現場に対応するた
めの知識とWEB知識の構築。

1
通

60 ○ ○ ○

10 ○ 西洋服装史
ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝやｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの基礎知識とし
て西洋の服装史を学ぶ。

1
後

30 ○ ○ ○

11 ○ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ

小売店舗を中心とした、ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽについて素
材産業から、ﾒｰｶｰ、ｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟまで広範囲の領域を
学習し、2年次以降のｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟ企画の基礎になる
知識を学び、売場計数も習得する。

1
通

120 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション専門課程 ブランドマネージメント学科）
分類

授業科目名 授業科目概要
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次
・
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期
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業
　
時
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位
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業
等
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12 ○ ﾏｰｹｯﾄ研究

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽにおける消費行動・小売業・ｱ
ﾊﾟﾚﾙ産業の概要・計数を学び、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの
流れを把握し、実践的にMD計画を立て身に
付ける。

1
通

60 ○ ○ ○

13 ○
ﾄﾚﾝﾄﾞ分析ﾘｻｰ
ﾁ

ﾌｧｯｼｮﾝとﾄﾚﾝﾄﾞの基礎知識を理解し、ﾏｰｹｯﾄﾘ
ｻｰﾁのﾃｸﾆｯｸを磨きつつ、自分の「好き」を
見つけ、世界観を確立しｱﾌﾟﾄﾌﾟｯﾄができるｽ
ｷﾙと感性を養う。

1
通

120 ○ ○ ○

14 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

1
前

15 ○ ○ ○

15 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
1
後

15 ○ ○ ○

16 ○ ｾｰﾙｽﾜｰｸⅡ

9月からの企業実習に向け、接客販売の基本
心徳と基本動作の習得。企業実習経験をよ
り良くするためのﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽｷﾙｱｯ
ﾌﾟ。

2
通

60 ○ ○ ○

17 ○ AI概論Ⅰ

今後ﾌｧｯｼｮﾝ業界にも必要なｽｷﾙとなるAIの活
用について、基本的な活用方法を理解し、
実際に利用する事で仕事の効率化を図れる
人材を育成する。

2
通

60 ○ ○ ○

18 ○ VMDⅠ

小売販売、ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞのｼｰｽﾞﾝｺﾝｾﾌﾟﾄや品揃え政
策を反映させた、魅せる売り場づくりであるｳﾞｨ
ｼﾞｭｱﾙﾏｰﾁｬﾝﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞを学び、各ｺｰｽの特性に合わ
せ、活用できる人事を育成する。

2
通

120 ○ ○ ○

19 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅡ

服の構造を理解し、ﾊﾝｶﾞｰｲﾗｽﾄとｽﾀｲﾙ画の表
現力のﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝを増やす。

2
通

60 ○ ○ ○

20 ○ 素材知識Ⅱ

素材の染色・加工の工程を経ることによる特性、
効果を理解する。歴史や地域性を踏まえた柄の種
類と名称を覚え、見識を深める。素材の感性によ
る言語表現を理解し、使用できるようになる。

2
通

45 ○ ○ ○

21 ○
ｱﾊﾟﾚﾙ商品演
習Ⅱ

洋服の立体構造を理解する事を目的とす
る。基本となるﾊﾟﾝﾂをｱﾚﾝｼﾞし実物作成の
上、使用理解。

2
通

120 ○ ○ ○

22 ○
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲ
ﾝⅠ

DTPソフトを習得し、ショップカードやチラ
シ、ポストカード等のツール作成方法を学
ぶ。

2
通

120 ○ ○ ○

23 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭｼﾞ
ｹｰｼｮﾝ

ﾌｧｯｼｮﾝ業界への知識と理解を深め、就職活
動に向けた研修や面接に必要な書類を準
備。就職希望先へのｱﾌﾟﾛｰﾁや、方向性志望
動機などを明確なものにする。

2
通

60 ○ ○ ○

24 ○ ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ
ｾﾚｸﾄｼｮｯﾌﾟやﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞﾙ、百貨店でｽﾀｯﾌとし
て、現場での就業を実際に経験する。

2
後

60 ○ ○ ○ ○

25 ○ 海外研修

ﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽを学ぶ世界中の若者が集まるｱﾒﾘｶ屈
指のﾌｧｯｼｮﾝｽｸｰﾙであるﾆｭｰﾖｰｸFIT（ﾆｭｰﾖｰｸ州立ﾌｧｯ
ｼｮﾝ工科大学）校で、世界標準の発想・MD・VMDを
学び、世界に通じるﾋﾞｼﾞﾈｽの「発想力」を高め
る。

2
後

30 ○ ○ ○

26 ○ 就職対策Ⅰ

学生自身が進路やｷｬﾘｱについて考え、活発
に行動できるよう、自己分析を徹底し自ら
の目標を明確にする。就職活動の流れを把
握する。

2
後

30 ○ ○ ○



27 ○
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏｰﾁｬﾝ
ﾀﾞｲｼﾞﾝｸﾞⅠ

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ調査とﾄﾚﾝﾄﾞ分析を実践し、ﾀｰｹﾞｯﾄのﾆｰｽﾞ
に流行とｵﾘｼﾞﾅﾘﾃｨをﾌﾟﾗｽした商品を企画。ﾌﾟﾗﾝか
らﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝまで一貫して習得する事を目的とす
る。

2
通

120 ○ ○ ○

28 ○
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞⅠ

全てのﾋﾞｼﾞﾈｽに必要なﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの基礎知識の習得
をﾍﾞｰｽにｱﾊﾟﾚﾙのﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾋﾞｼﾞﾈｽに向けたﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの
特性を知る。市場のﾌﾞﾗﾝﾄﾞを研究する事で一連の
流れを習得する。

2
通

120 ○ ○ ○

29 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

2
前

15 ○ ○ ○

30 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
2
後

15 ○ ○ ○

31 ○ VMDⅡ

VMDの基礎知識を習得し、それをﾍﾞｰｽにお客
様の視点に立った入りやすく触りやすく買い
やすい売場提案。実習店舗を通して計画して
実証、検証を行う。

3
前

30 ○ ○ ○

32 ○
ｱﾊﾟﾚﾙ商品演
習Ⅲ

服の仕組みを理解する為に、フード付き
パーカーを作成する。

３
通

60 ○ ○ ○

33 ○ ｾｰﾙｽﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

時代を読み解く先見性、情報収集能力、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能
力、発想力を学習する為、新世代ﾒﾃﾞｨｱ・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞの
基礎となる様々なｺﾝﾃﾝﾂ（雑誌・TV・新聞・ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨ
ｱ、ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ等）の特性と役割を理解し長期運営店
舗の販売促進に役立てる。

3
前

30 ○ ○ ○

34 ○ WEBｼｮｯﾌﾟ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄをﾋﾞｼﾞﾈｽ（特にEC周辺）に活用するうえ
で、知っておくべき基礎知識の学習と、一個人で
もECの立ち上げから企画、運用が実践できるよう
な予備知識を学び、即戦力となりうる力を養って
いく。

3
通

90 ○ ○ ○ ○

35 ○
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲ
ﾝⅡ

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを使ったﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝと印刷ﾂｰﾙ作成方
法を学び、ｵﾘｼﾞﾅﾙｼｮｯﾌﾟやｵﾘｼﾞﾅﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞの運
営に活用する。

3
通

120 ○ ○ ○

36 ○ 就職対策Ⅱ
就職意識を向上させ、早期の内定を目指
す。

3
前

30 ○ ○ ○

37 ○ AI概論Ⅱ

AIの活用例を知り、グループで課題発見か
ら検証までを行う。実際の店頭を調査し、
集積したデータを元に予測をし、次年度の
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ企画に役立てる。

3
前

30 ○ ○ ○

38 ○ 卒業制作
実習店舗を通して修得したﾉｳﾊｳを活用し、2
日間限定のﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｼｮｯﾌﾟを作り、運営す
る。

3
後

60 ○ ○ 〇 ○

39 ○
ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞⅡ

実習店舗を運営する為、顧客のニーズに
合ったものが最適な形で提供される市場を
作る。

3
通

90 ○ ○ ○ ○

40 ○
ｱﾊﾟﾚﾙ商品演
習Ⅳ

個人ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ立ち上げに向けた、商品企画の
内容をｶﾀﾁにする。「ﾊﾟﾀｰﾝ・縫製・検品」
の生産部分を実践を通して学ぶ。

3
通

120 ○ ○ ○ ○

41 ○
ﾌ ﾞ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ ﾌ ﾟ ﾛ
ﾃﾞｭｰｽ企画

企画ﾘｰﾀﾞｰとして、ﾀｰｹﾞｯﾄのﾆｰｽﾞに合ったﾌﾞ
ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞと商品構成・企画の出来る人材育
成。

3
通

120 ○ ○ ○ ○



42 ○ ﾃﾞｻﾞｲﾝ企画

2年次に習得した企画立案方法を用い、ｵﾘｼﾞ
ﾅﾙﾌﾞﾗﾝﾄﾞの企画と商品生産。ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの授
業と連動し行う。ﾌﾞﾗﾝﾄﾞはWEBｼｮｯﾌﾟにて展
開し販売する。

3
後

60 ○ ○ ○ ○

43 ○ 店舗運営

WEBｼｮｯﾌﾟの運営を行うことで、事前に企画・準備したﾌﾟ
ﾗﾝをお客様の視点に立った入りやすく触りやすく買いや
すい店舗にしていく。店舗の運営を通して実証、検証を
行い、計画の変更、変更の実施など運営の実際を行い、
知識を経験として定着させる。

3
後

60 ○ ○ ○ ○ ○

44 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

3
前

15 ○ ○ ○

45 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
3
後

15 ○ ○ ○

45

期
週

合計 科目 3000 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 各学科の在学期間に定められた履修規定に従って科目の授業時数を修得することにより進級卒業が認められる。

履修方法： 定められた授業期間の講義、演習、実習に出席し、試験を受験またはレポート、作品、成果物提出が其々の科目で要件を満たした場合。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,845 単位時間 870 単位時間 975 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

75 人 48 人 人 0 % 17 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和7年10月1日

532-0005

06-6392-4371
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人ミクニ学園 昭和23年1月23日 豊田　晃敏 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8
532-0555

06-6392-4371

大阪文化服装学院 昭和51年10月1日 和田　康彦 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政 ファッション専門課程 ファッションビジネス学科 平成 7(1995)年度 ― 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的
FA、プレス、バイヤー、SNSを駆使したインフルエンサー等のアパレル小売業界で活躍できる多様な人材を育成。販売員に必須の商品知識、販売実務、素材知識、コー
ディネイト論に加え、マーケティングやMD、VMD理論を学ぶため、幅広い授業科目の編成。1年次で全員が店頭で販売インターンシップに参加。2年次からはショップスタッ
フ、バイヤー、プレスインフルエンサーの中から選択コースへ対応した科目を選ぶ。選択科目は3コマ（全体の20パーセント程度）

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

PAL　FOUNDATION　CUP（プラチナ賞）、ファッションビジネス学会FBアワードY2024（第1位）、URBAN　RESEARCH　Style　Ambassador　Salesaward（FirstPrize、
SecondPrize、ThirdPrize、BestAssistant）、「アーバンリサーチ」スタイルアンバサダーのコラボ取組、韓国バイイング研修

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

2

（令和6年度卒業生）

21
■地元就職者数 (F) 21
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

100

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 33
■就職希望者数 (D)　　　　　： 21
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞｱﾛｰｽﾞ、MARK　STYLER、ﾐﾆｽﾄﾘｰ、ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｼﾞｬﾊﾟﾝ、ｼﾞｮｲｯｸｽｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ、ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｰ、ｱﾀﾞﾘｽﾄ、RINONE、ﾏｯｼｭｽﾀｲﾙﾗﾎﾞ、ﾅｲｽｸﾗｯﾌﾟ、ｴｽ・ｸﾞﾙｰｳﾞ、
ﾅﾙﾐﾔｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、ﾏｯｼｭｱｯﾌﾟ、ｽﾄﾗｲﾌﾟｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html

64
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,845

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 163

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 202

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

202

うち必修授業時数 4,110

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 163

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 20

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

20

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 20

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

萩原　直樹 株式会社アーバンリサーチ
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
校長直轄下に「教育課程編成委員会」を設置し、企業の要請を十分に生かしつつ、職業に必要な実践的かつ専門的な能力
の育成を図る。具体的には7月と12月に教育課程編成委員会を開催し、カリキュラム内容や授業科目の見直しを行うほか、
就職先である企業における人材の専門性に対する動向、新たに必要となる実務についての知識・技術・技能等を把握分
析。教育課程編成委員会での討議の成果を教育課程の編成に迅速に反映できる組織運営を目指す。これにより、職業教
育の質の担保に取り組むとともに、学科コースを絞って、委員会の所属先以外の企業からヒアリングやアンケート等を別途
実施し、職種ごとに企業等が求める知識・技術・技能を把握。この結果を教育課程編成委員会で検討していく計画である。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

小林　義歩 マツオインターナショナル株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年1月17日　10：30～12：00
第２回　令和7年7月2日　14：00～15：30

志貴　昌弘 シード株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

河野　あゆみ 株式会社エーツー
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会の要請を十分に生かしつつ、実務的かつ専門的な職業教育に主体的に取り組む基本姿勢を堅持。こ
の立場で教育課程編成委員会の私的や意見をどのように授業科目の編成、授業内容方法の改善に繋げていくかについて
は学内に設置している「学科長会議」（校長・学科長等で編成）において討議し、企業側の要請度合い、新しい成長性、知
識・技術の高度化等の視点から分析し、優先順位を付けて教育課程の編成に取り組んでいく。

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業・業界団体等との連携の中で学業成果を発揮するとともに、実践的かつ専門的な職業教育に必要となる最新の知識・
技術・技量の習得を目指し、学生の多様な職業教育ニーズに対応する。これと並行して企業等との連携を通し、組織運営、
業界活動に触れることで企業等に対する理解、社会性やコミュニケーション能力を高め、社会・職業に円滑に移行させること
を基本に置く。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

素材知識Ⅱ

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅠ

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

素材の成り立ちや特性を理解し、
服作りの基礎となる素材知識を習
得する。

ｼﾞｬｹｯﾄやｺｰﾄの縫製を学ぶことで
厚みの展開方法やｼﾙｴｯﾄを意識し
たｱｲﾛﾝﾃｸﾆｯｸ、副資材の意味等を
理解し応用力を養う。

ｱﾊﾟﾚﾙ製品の重衣料について基礎
知識を学び、体型やﾃﾞｻﾞｲﾝに応じ
たﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの応用を学ぶ。

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅠで習得した基
礎をﾍﾞｰｽに、応用する能力を身に
付ける。

発想力とﾃﾞｻﾞｲﾝ力を高め、企画力を身に
付ける。自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立案しﾘｻｰﾁ、企画
提案力を学ぶ。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを実施し、協調
性やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を醸成する。

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

「アダプティブファッションショー」の衣装製作。重症心身障がい者をモデルに、パートナー（介助者）の方々が着脱しやすい
服のリメイクを行い、ファッションショーとして披露。TPOにあったオシャレなスタイリングはもちろん、着脱のしやすさに重点を
おいた服のリメイクやデザインを行う。本校においては、パタンナーコース13名が５チームに分かれ４つのシーンを選び、1
チーム1体。全5スタイリングを発表。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

令和7年9月26日 対象： 教員4

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和7年6月27日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員4

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

人権教育研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年10月9日 対象： 教員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

尾州産地見学 連携企業等： 中伝毛織

令和6年8月27日 対象： 教員3

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

令和6年9月3日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 妙中パイル織物

令和6年9月12日

②指導力の修得・向上のための研修等

発達障害等のある生徒が安心して学ぶために（生徒指導）

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年11月13日 対象： 教員

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

②指導力の修得・向上のための研修等

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

新任教員研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和７年8月 対象： 教員2

専修学校と精度、専修学校における職業教育、専修学校教育の在り方と授業実施、学生・教員の為の実
践心理、人権に関する基礎知識、専修学校教員のための個人情報保護法



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

卒業生

保護者

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
法令、設備基準の遵守、個人情報保護対策、自己点検・自己評価の
実施、改善取組、自己点検・自己評価の公表

（１０）社会貢献・地域貢献 -
（１１）国際交流 -

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念・目的・教育人材像、学校の特色、将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織や意思決定、人事や賃金での処遇、
意思決定システム、情報システム等の業務効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校自己評価の取組を通して、教職員が教育活動やその他の学校運営の成果や課題を共有し、組織の活性化や学校運
営の継続的な改善を図る。学校関係者評価では、実施に当たって企業関係者、保護者、卒業生等、学校の自己評価の結
果等について評価することで、
・学校自己評価の客観性や透明性を高める。
・学校、企業、地域が学校の現状や課題について共通理解を持って、学校運営の改善に繋がる連携効果を引き出す事を狙
いとする。
学校は、創立以来「社会への還元」を理念に、全ての学生に最良のファッション教育を提供する事を目標としているが、年度
ごとの重点課題、方針を明確化し、この達成に向けた具体的な取組を新しい評価項目として設定している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（３）教育活動
教育目標・人材養成像、到達可能性の知識・技術・人間性、カリキュラ
ム体系化、科目の適正な位置付け、授業評価の実施、教員の要件・確
保、成績評価・単位認定、資格取得、地域社会との連携

（４）学修成果
就職率の向上、資格取得率の向上、退学率低減、卒業生・在校生の
社会的活躍の把握

（５）学生支援
就職・進学指導の体制、学生相談、学生の経済的側面と支援、学生の
健康管理、課外活動支援、学生の生活環境、保護者との連携、卒業生
支援、留学支援と海外教育機関との連携

※（１０）及び（１１）については任意記載。

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

（６）教育環境
施設・設備の整備、インターンシップや海外研修体制の整備、防犯対
策

（７）学生の受入れ募集
学生募集の適正さ、学生募集での教育効果の伝達、入学選考基準、
学納金の妥当性

（８）財務
財務基盤の安定、予算・収支計画の有効性、会計監査、情報公開の
体制整備

（３）学校関係者評価結果の活用状況
大阪文化服装学院では、これまで保護者を対象に就職説明会を開催し、学校の教育方針、施設・設備の整備拡充状況、就
職対策、特待生等の学生支援について、説明責任を果たす一方で、自己点検・自己評価にも並行してとり組んできた。今
回、自己評価と学校関係者評価を一体化して推進するに当たり、ステークホルダーとして企業、関係団体等のニーズを踏ま
えた具体的な評価項目の絞り込みを通して、教育内容、授業方針、学校マネージメントの改善に活用したい。特に経営陣の
経営管理能力の向上、教職員の研修機会を確保する事で、資質、スキルアップ、教員の関係業界との交流を通じ、卓越し
た実践・実務型の職業教育能力を身に付けた教員育成を図る。
・少子化の影響が進んでおり、学校業界が連携して情報交換等を強化しながら運営する事が必要であり、文化服装学院連
鎖講協会、一般社団法人大阪府専修学校各種学校連合会、関西ファッションカレッジコンソーシアム等の組織をファッション
を通じて、より一層の情報交換を行っていく。
・起業家を育てる事を目的とした企業とのコラボを研究する必要があり、大学ではそのような取組もなされており、専門学校
においてもカリキュラムに取り入れる必要について検討する。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

大阪市泉尾工業高等学校
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

岩光　栄太郎 文化すみれ会
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

大黒　正人 保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

片岡　敏哲



　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数、カリキュラム（科目配当表（科目編成、授業時数））、進級・卒業の
要件等、学習の成果として取得する資格、合格を目指す検定等

（３）教職員 教職員数、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取組み、実習・実技等の取組み、就職支援等への取
組み支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者に学校の理念や教育方針について正しく理解してもらうため、学校の基本情報を積極的に開示、提供する。こ
れを通じて、教職員、生徒、企業、保護者、地域間で共通の理解を深め、教育活動の活性化と運営の円滑化を図る。提供
手段として、ホームページ、印刷物、学校案内パンフレットなど多様化させるとともに、わかりやすさにも配慮する。また提供
に当たって、個人情報の取扱いについて十分に留意する事とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育・人材の養成の目標、経営方針、特色、校長名、所在地、
連絡先等、学校の沿革・歴史

（８）学校の財務 貸借対照表、収支計算書
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受入れ、派遣、海外の学校等との交流

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組み
（６）学生の生活支援 学生支援への取組み
（７）学生納付金・修学支援 奨学金、授業料免除等の案内等

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（１１）その他 生活ガイドブックの作成、配布
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
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1 ○ ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの基礎理論を学び、市場調査を通
してｱﾊﾟﾚﾙ業界のｼｰｽﾞﾝｻｲｸﾙを理解し、店頭
での商品動向と販売戦略を捉える。

1
通

120 ○ ○ ○

2 ○ ﾋﾞｼﾞﾈｽｽｷﾙ
広範囲にわたるﾌｧｯｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽの歴史と基礎
を知り、日々の勉強に役立てる。

1
通

120 ○ ○ ○

3 ○ ｾｰﾙｽﾜｰｸⅠ
ﾌｧｯｼｮﾝ販売の基礎を身に付け、就職時に即
戦力として社会に出る。

1
通

120 ○ ○ ○

4 ○ ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ1
ﾌｧｯｼｮﾝ業界で働く為に必要なTPOの理解とｵ
ｹｰｼﾞｮﾝに合うｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄを学ぶことが目的。

1
通

120 ○ ○ ○

5 ○ 商品知識

ｱﾊﾟﾚﾙ業界の仕事に就くためには、お客様に対して
取り扱うﾌｧｯｼｮﾝ商品の説明や提案が求められま
す。その為に必要なｱｲﾃﾑの分類や名称、ｼﾙｴｯﾄ、
ﾃﾞｨﾃｰﾙの知識、商品の良さを伝えるｽｷﾙを習得す
る。

1
通

60 ○ ○ ○

6 ○ ﾌｧｯｼｮﾝｶﾗｰ
色彩学の基礎を習得し、色を考えてきちん
と活用する知識を身に付ける。

1
通

60 ○ ○ ○

7 ○ 素材知識Ⅰ

素材の成り立ちを理解し、服の基礎となる
素材知識を習得する。素材の特性を知り、
ﾌｧｯｼｮﾝ販売に必要な取り扱い説明が出来る
ようになる。

1
通

45 ○ ○ ○

8 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞ

ﾌｧｯｼｮﾝ業界で仕事をしていく上で必要とな
るﾃﾞｻﾞｲﾝ画の表現方法を学ぶ。

1
前

30 ○ ○ ○

9 ○ 西洋服装史
ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝやｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの基礎知識として
西洋の服装史を学ぶ。

1
前

30 ○ ○ ○

10 ○ ﾌｨｯﾃｨﾝｸﾞｽｷﾙ
ﾊﾟﾀｰﾝ、ｿｰｲﾝｸﾞの基本的な実習を通して服の構造を
理解する。

1
前

30 ○ ○ ○

11 ○ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷﾙⅠ

様々なｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを使いながら、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰの基礎知
識を学んで行くとともに、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやｻｰﾊﾞｰ、ｸﾗｳﾄﾞ
といったｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰを取り巻く環境や周辺機器の知
識を身に付ける。

1
通

60 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション専門課程 ファッションビジネス学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○ 就職対策Ⅰ

企業・団体からの多大な協力によって実現
しているｶﾘｷｭﾗﾑであり、大阪文化服装学院
を代表して参加するという意識を持って臨
むこと。

1
後

30 ○ ○ ○

13 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
1
通

60 ○ ○ ○

14 ○ 素材知識Ⅱ

素材の染色・加工の工程を経ることによる特性、
効果を理解する。歴史や地域性を踏まえた柄の種
類と名称を覚え、見識を深める。素材の感性によ
る言語表現を理解し、使用できるようになる。

2
通

60 ○ ○ ○

15 ○ ﾃﾞｼﾞﾀﾙｽｷﾙⅡ

ｱﾊﾟﾚﾙ業界において広く利用されている、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ
によるﾃﾞｻﾞｲﾝやﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ資料作成のｽｷﾙは必須
である。業界標準的に使われている「Adobeｲﾗｽﾄﾚｰ
ﾀｰ、ﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟ」操作の基本と活用方法を学び、ｽｷﾙ
向上をはかる。

2
通

120 ○ ○ ○

16 ○ 就職対策Ⅱ 就職意識を向上させ早期の内定を目指す。
2
前

30 ○ ○ ○

17 ○ 卒業制作
ﾋﾞｼﾞﾈｽ学科2年間で培った知識・技術を実践
し、考える力・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力・社会性を身に
付ける。

2
後

120 ○ ○ ○

18 ○
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞ

ﾆｭｰﾉｰﾏﾙなｱﾊﾟﾚﾙ販売員に必須のWeb上での販
売手法について、動画での商品紹介やｵﾝﾗｲﾝ
でのｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ提案のｽｷﾙを身に付け、就職後
の職務に活かす

2
通

60 ○ ○ ○

19 ○ ｾｰﾙｽﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ

季節変化やﾄﾚﾝﾄﾞを察知し、ｼｮｯﾌﾟに来店して頂くお客様
に向けた販売促進計画の立て方を学ぶ。情報収集能力、
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力、発想力を学習する為、様々なｺﾝﾃﾝﾂの特
性と役割を理解。その上でお客様が楽しめるｲﾍﾞﾝﾄとｻｰ
ﾋﾞｽのﾌﾟﾗﾝを考える

2
通

300 ○ ○ ○

20 ○ VMD演出
小売業の制作を店舗内の商品や、情報に
反映させた売場づくり＝VMDを学ぶ。

2
通

120 ○ ○ ○

21 ○ ﾍｱﾒｲｸｱｯﾌﾟ

TPOに合わせたﾍｱﾒｲｸｱｯﾌﾟ提案方法を学び、
接客時やInstagram等のSNSに投稿する写真
撮影時に、ｽﾀｲﾘﾝｸﾞに合ったﾍｱﾒｲｸの提案が
出来るようになる事が目的。

2
前

30 ○ ○ ○

22 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

2
前

15 ○ ○ ○

23 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
2
通

45 ○ ○ ○

23

期
週

合計 科目 1845 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 各学科の在学期間に定められた履修規定に従って科目の授業時数を修得することにより進級卒業が認められる。

履修方法： 定められた授業期間の講義、演習、実習に出席し、試験を受験またはレポート、作品、成果物提出が其々の科目で要件を満たした場合。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）



（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

1,980 単位時間 465 単位時間 1,515 単位時間 0 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

90 人 74 人 人 0 % 19 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 6

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 20

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

20

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 20

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 202

総単位数 0

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

202

うち必修授業時数 4,110

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 163

三澤、Qaris、antiqua、ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾘﾚｰｼｮﾝ、ｼﾃｨｰﾋﾙ、ｱｽﾞﾉｩｱｽﾞ、STﾀｶﾊｼｴｲｼﾞ、east、ﾏﾅﾏﾅ、ｶｲﾝﾄﾞｵﾙ、ﾛﾋﾞﾝ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、dexi、ﾊﾟｯｼｮｰﾈ、遠藤彩香、RIKI
YAMADA、平松正啓

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html

70
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 1,980

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 163

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

1

（令和6年度卒業生）

19
■地元就職者数 (F) 11
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

58

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 27
■就職希望者数 (D)　　　　　： 19
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和７年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
アシスタントからキャリアアップし、スタイリストとなり幅広く活躍できる人材を育成。スタイリストに必須のスタイルﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ、ヘアメイクアップ等の授業科目を柱に、スタイリ
ング構成をする為の服作り（パターン・縫製）、素材、カラー知識、写真撮影技術等を学び、1年次後半からフィッター、アシスタントとしてインターンシップに参加。実践感覚
を養う。プロのスタイリストを特別講師として招聘し、コーディネイト能力向上を図る。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

2024年度F.S.A認定ｽﾀｲﾘﾝｸﾞｱﾜｰﾄﾞ　AWｼﾞｭﾆｱ級（準ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ）、2024年度F.S.A認定ｽﾀｲﾘﾝｸﾞｱﾜｰﾄﾞAWﾌﾟﾚｲﾔｰ級（ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ、準ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ）、2024年度株式会社ﾗｲﾌｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ
賞、造幣局「桜の通り抜け」でﾌｧｯｼｮﾝｼｮｰを開催、「Panasonic」とｺﾗﾎﾞ企画を実施、なんばﾊﾟｰｸｽ「なんばｿﾄﾌｪｽ」にてｽﾀｲﾘﾝｸﾞを披露、ﾗｲﾌｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝとｺﾗﾎﾞ企画、三澤株
式会社とｽﾀｲﾘﾝｸﾞｺﾗﾎﾞ、韓国ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ研修

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

ファッション専門課程 スタイリスト学科 平成 7(1995)年度 ― 平成26(2014)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

中退率

令和7年10月1日

532-0005

06-6392-4371
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人ミクニ学園 昭和23年1月23日 豊田　晃敏 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8
532-0555

06-6392-4371

大阪文化服装学院 昭和51年10月1日 和田　康彦 大阪府大阪市淀川区三国本町3-35-8

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

服飾・家政



種別

①

③

③

③

③

③

（年間の開催数及び開催時期）

小林　義歩 マツオインターナショナル株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　令和7年1月17日　10：30～12：00
第２回　令和7年7月2日　14：00～15：30

志貴　昌弘 シード株式会社
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

河野　あゆみ 株式会社エーツー
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
校長直轄下に「教育課程編成委員会」を設置し、企業の要請を十分に生かしつつ、職業に必要な実践的かつ専門的な能力
の育成を図る。具体的には7月と12月に教育課程編成委員会を開催し、カリキュラム内容や授業科目の見直しを行うほか、
就職先である企業における人材の専門性に対する動向、新たに必要となる実務についての知識・技術・技能等を把握分
析。教育課程編成委員会での討議の成果を教育課程の編成に迅速に反映できる組織運営を目指す。これにより、職業教
育の質の担保に取り組むとともに、学科コースを絞って、委員会の所属先以外の企業からヒアリングやアンケート等を別途
実施し、職種ごとに企業等が求める知識・技術・技能を把握。この結果を教育課程編成委員会で検討していく計画である。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

令和7年7月31日現在

萩原　直樹 株式会社アーバンリサーチ
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

名　前 所　　　属 任期

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）



科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

「アダプティブファッションショー」の衣装製作。重症心身障がい者をモデルに、パートナー（介助者）の方々が着脱しやすい
服のリメイクを行い、ファッションショーとして披露。TPOにあったオシャレなスタイリングはもちろん、着脱のしやすさに重点を
おいた服のリメイクやデザインを行う。本校においては、パタンナーコース13名が５チームに分かれ４つのシーンを選び、1
チーム1体。全5スタイリングを発表。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

素材の成り立ちや特性を理解し、
服作りの基礎となる素材知識を習
得する。

ｼﾞｬｹｯﾄやｺｰﾄの縫製を学ぶことで
厚みの展開方法やｼﾙｴｯﾄを意識し
たｱｲﾛﾝﾃｸﾆｯｸ、副資材の意味等を
理解し応用力を養う。

ｱﾊﾟﾚﾙ製品の重衣料について基礎
知識を学び、体型やﾃﾞｻﾞｲﾝに応じ
たﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾀｰﾝの応用を学ぶ。

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅠで習得した基
礎をﾍﾞｰｽに、応用する能力を身に
付ける。

発想力とﾃﾞｻﾞｲﾝ力を高め、企画力を身に
付ける。自己ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを立案しﾘｻｰﾁ、企画
提案力を学ぶ。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを実施し、協調
性やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を醸成する。

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

ｻﾝﾌﾟﾙﾒｰｷﾝｸﾞⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業・業界団体等との連携の中で学業成果を発揮するとともに、実践的かつ専門的な職業教育に必要となる最新の知識・
技術・技量の習得を目指し、学生の多様な職業教育ニーズに対応する。これと並行して企業等との連携を通し、組織運営、
業界活動に触れることで企業等に対する理解、社会性やコミュニケーション能力を高め、社会・職業に円滑に移行させること
を基本に置く。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

ﾊﾟﾀｰﾝﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄⅡ

・一般社団法人日本ｱﾀﾞﾌﾟﾃｨﾌﾞﾌｧｯ
ｼｮﾝ協会
・株式会社パル
・株式会社セレッソ大阪　他

素材知識Ⅱ

企業連携の方法

２．【校内】企業等から
の講師が一部の授業
のみを担当

商品ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞⅠ

科　目　概　要

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

教育課程編成委員会の要請を十分に生かしつつ、実務的かつ専門的な職業教育に主体的に取り組む基本姿勢を堅持。こ
の立場で教育課程編成委員会の私的や意見をどのように授業科目の編成、授業内容方法の改善に繋げていくかについて
は学内に設置している「学科長会議」（校長・学科長等で編成）において討議し、企業側の要請度合い、新しい成長性、知
識・技術の高度化等の視点から分析し、優先順位を付けて教育課程の編成に取り組んでいく。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

②指導力の修得・向上のための研修等

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

新任教員研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和７年8月 対象： 教員2

専修学校と精度、専修学校における職業教育、専修学校教育の在り方と授業実施、学生・教員の為の実
践心理、人権に関する基礎知識、専修学校教員のための個人情報保護法

令和6年9月3日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 妙中パイル織物

令和6年9月12日

②指導力の修得・向上のための研修等

発達障害等のある生徒が安心して学ぶために（生徒指導）

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年11月13日 対象： 教員

多様化する学生、生徒の現状と専門学校・高等専修が抱える課題について

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

尾州産地見学 連携企業等： 中伝毛織

令和6年8月27日 対象： 教員3

教員研修規定（平成25年12月制定）を定め、企業との連携による教員研修を実施しており、実施時期のない7月後半から8
月、3月後半から4月上旬と決めている。また、教職員を対象とした海外留学支援規定（令和2年4月制定）も定めている。

※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員4

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

人権教育研修会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和6年10月9日 対象： 教員

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

高野口産地見学 連携企業等： 岡田織物

令和7年9月11日 対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

播州産地見学 連携企業等： 植山織物

令和7年9月26日 対象： 教員4

産地訪問による産地の背景や素材についての研修

教職員のための情報交換会 連携企業等： 大阪府専修学校各種学校連合会

令和7年6月27日 対象： 教員3

対象： 教員3

産地訪問による産地の背景や素材についての研修



種別
企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

卒業生

保護者

大阪市泉尾工業高等学校
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

岩光　栄太郎 文化すみれ会
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

大黒　正人 保護者
令和7年4月1日～令和9年3月
31日（２年）

片岡　敏哲

（３）教育活動
教育目標・人材養成像、到達可能性の知識・技術・人間性、カリキュラ
ム体系化、科目の適正な位置付け、授業評価の実施、教員の要件・確
保、成績評価・単位認定、資格取得、地域社会との連携

（４）学修成果
就職率の向上、資格取得率の向上、退学率低減、卒業生・在校生の
社会的活躍の把握

（５）学生支援
就職・進学指導の体制、学生相談、学生の経済的側面と支援、学生の
健康管理、課外活動支援、学生の生活環境、保護者との連携、卒業生
支援、留学支援と海外教育機関との連携

※（１０）及び（１１）については任意記載。

糸井　弘一 協同組合関西ファッション連合
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

植田　茂和 株式会社玉屋
令和6年4月1日～令和8年3月
31日（２年）

（６）教育環境
施設・設備の整備、インターンシップや海外研修体制の整備、防犯対
策

（７）学生の受入れ募集
学生募集の適正さ、学生募集での教育効果の伝達、入学選考基準、
学納金の妥当性

（８）財務
財務基盤の安定、予算・収支計画の有効性、会計監査、情報公開の
体制整備

（３）学校関係者評価結果の活用状況
大阪文化服装学院では、これまで保護者を対象に就職説明会を開催し、学校の教育方針、施設・設備の整備拡充状況、就
職対策、特待生等の学生支援について、説明責任を果たす一方で、自己点検・自己評価にも並行してとり組んできた。今
回、自己評価と学校関係者評価を一体化して推進するに当たり、ステークホルダーとして企業、関係団体等のニーズを踏ま
えた具体的な評価項目の絞り込みを通して、教育内容、授業方針、学校マネージメントの改善に活用したい。特に経営陣の
経営管理能力の向上、教職員の研修機会を確保する事で、資質、スキルアップ、教員の関係業界との交流を通じ、卓越し
た実践・実務型の職業教育能力を身に付けた教員育成を図る。
・少子化の影響が進んでおり、学校業界が連携して情報交換等を強化しながら運営する事が必要であり、文化服装学院連
鎖講協会、一般社団法人大阪府専修学校各種学校連合会、関西ファッションカレッジコンソーシアム等の組織をファッション
を通じて、より一層の情報交換を行っていく。
・起業家を育てる事を目的とした企業とのコラボを研究する必要があり、大学ではそのような取組もなされており、専門学校
においてもカリキュラムに取り入れる必要について検討する。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（１）教育理念・目標 理念・目的・教育人材像、学校の特色、将来構想

（２）学校運営
運営方針、事業計画、運営組織や意思決定、人事や賃金での処遇、
意思決定システム、情報システム等の業務効率化

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校自己評価の取組を通して、教職員が教育活動やその他の学校運営の成果や課題を共有し、組織の活性化や学校運
営の継続的な改善を図る。学校関係者評価では、実施に当たって企業関係者、保護者、卒業生等、学校の自己評価の結
果等について評価することで、
・学校自己評価の客観性や透明性を高める。
・学校、企業、地域が学校の現状や課題について共通理解を持って、学校運営の改善に繋がる連携効果を引き出す事を狙
いとする。
学校は、創立以来「社会への還元」を理念に、全ての学生に最良のファッション教育を提供する事を目標としているが、年度
ごとの重点課題、方針を明確化し、この達成に向けた具体的な取組を新しい評価項目として設定している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
法令、設備基準の遵守、個人情報保護対策、自己点検・自己評価の
実施、改善取組、自己点検・自己評価の公表

（１０）社会貢献・地域貢献 -
（１１）国際交流 -



（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

（１１）その他 生活ガイドブックの作成、配布
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 貸借対照表、収支計算書
（９）学校評価 自己評価、学校関係者評価の結果
（１０）国際連携の状況 留学生の受入れ、派遣、海外の学校等との交流

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組み
（６）学生の生活支援 学生支援への取組み
（７）学生納付金・修学支援 奨学金、授業料免除等の案内等

（２）各学科等の教育
入学者に関する受け入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数、カリキュラム（科目配当表（科目編成、授業時数））、進級・卒業の
要件等、学習の成果として取得する資格、合格を目指す検定等

（３）教職員 教職員数、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
キャリア教育への取組み、実習・実技等の取組み、就職支援等への取
組み支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
学校関係者に学校の理念や教育方針について正しく理解してもらうため、学校の基本情報を積極的に開示、提供する。こ
れを通じて、教職員、生徒、企業、保護者、地域間で共通の理解を深め、教育活動の活性化と運営の円滑化を図る。提供
手段として、ホームページ、印刷物、学校案内パンフレットなど多様化させるとともに、わかりやすさにも配慮する。また提供
に当たって、個人情報の取扱いについて十分に留意する事とする。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
学校の教育・人材の養成の目標、経営方針、特色、校長名、所在地、
連絡先等、学校の沿革・歴史

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.osaka-bunka.com/about/hyouka.html
公表時期： 令和7年10月1日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
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1 ○ 商品知識
ファッション業界で必要となるファッショ
ンアイテムの基礎知識を習得する。

1
通

60 ○ ○ ○

2 ○ ｽﾀｲﾘﾝｸﾞⅠ
ﾌｧｯｼｮﾝ業界の仕事に必要なｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ方法・
TPOの理解と、撮影の現場でｽﾀｲﾘｽﾄｱｼｽﾀﾝﾄと
して必要な知識と技術を学ぶ。

1
通

180 ○ ○ ○

3 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅠ

ファッション業界で仕事をしていく上で必
要となるデザイン画の表現方法を学ぶ。

1
通

120 ○ ○ ○

4 ○ ﾍｱﾒｲｸｱｯﾌﾟⅠ
メイクアップの基礎を理解し、イメージを
表現する方法を学ぶ。

1
通

60 ○ ○ ○

5 ○ ﾌｧｯｼｮﾝｶﾗｰ
色彩学の基礎を習得し、色を考えてきちん
と活用する知識を身に付ける。

1
通

60 ○ ○ ○

6 ○ 素材知識Ⅰ
素材の成り立ちや特性を理解し、服の基礎
となる素材知識を習得する。

1
通

45 ○ ○ ○

7 ○
ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ造形
Ⅰ

服作りの基礎となる基本ｱｲﾃﾑの製図方法を学ぶ。
各部位の名称や服の構造を知り、製図を引く知
識・技術を身に付ける。ｿｰｲﾝｸﾞの基礎を学ぶため
に、服作りや手縫い・素材別のｱｲﾛﾝのかけ方など
を講義し実技を行う。

1
通

240 ○ ○ ○

8 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ

仕事をしていく上で専門知識や技術を支えるｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝやﾏﾅｰの重要性の理解、解ったことを繰り返
しﾄﾚｰﾆﾝｸﾞすることにより身に付け、後期ｲﾝﾀｰﾝｼｯ
ﾌﾟや卒業後の仕事の土台作りを目指す。

1
通

60 ○ ○ ○

9 ○
ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆｹｰ
ｼｮﾝ

仕事をしていく上で専門知識や技術を支えるｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝやﾏﾅｰの重要性の理解、解ったことを繰り返
しﾄﾚｰﾆﾝｸﾞすることにより身に付け、後期ｲﾝﾀｰﾝｼｯ
ﾌﾟや卒業後の仕事の土台作りを目指す。

1
通

60 ○ ○ ○

10 ○ 西洋服装史
ﾌｧｯｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝやｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄの基礎知識とし
て西洋の服装史を学ぶ。

1
後

30 ○ ○ ○

11 ○ 就職対策Ⅰ
現場に身を置き、実務経験する事で、卒業
後の働くという意識を高める。

1
後

30 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション専門課程 スタイリスト学科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○ ｸﾘﾃｨﾋﾞﾃｨⅠ

様々なテーマからインスピレーションを受
け、ファッションデザインの基礎となるデ
ザイン展開方法を学び、スタイリングデザ
インをするための発想力を身に付ける。

1
通

60 ○ ○ ○

13 ○ ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ研究

スタイリストの様々なジャンルに必要な知識
の理解と、リアルなスタイリストへのお仕事
依頼に対するスタイリングの知識と技術を学
ぶ。

1
後

60 ○ ○ ○

14 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

1
後

15 ○ ○ ○

15 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
1
通

60 ○ ○ ○

16 ○
ﾌｧｯｼｮﾝﾄﾞﾛｰｲﾝ
ｸﾞⅡ

ﾌｧｯｼｮﾝｽﾀｲﾘﾝｸﾞｲﾗｽﾄにおける手法や技術の習
得。

2
通

60 ○ ○ ○

17 ○ ﾍｱﾒｲｸｱｯﾌﾟⅡ
ﾍｱﾒｲｸｱｯﾌﾟの質感や形を学び、表現したいｲ
ﾒｰｼﾞの幅を広げる。ﾃｰﾏに合わせたﾍｱﾒｲｸｱｯ
ﾌﾟを仕上げることが出来る。

2
通

60 ○ ○ ○

18 ○ 素材知識Ⅱ
素材の成り立ちや特性を理解し、服の基礎
となる素材知識を習得する。

2
通

45 ○ ○ ○ ○

19 ○
ｸﾞﾗﾌｨｯｸﾃﾞｻﾞｲ
ﾝ

ｱﾊﾟﾚﾙ業界で標準的に使われている「Adobe
Illustrator・Photoshop」操作の基本と活
用方法を学び、ｽｷﾙ向上をはかる。

2
通

60 ○ ○ ○

20 ○
ｽﾀｲﾘﾝｸﾞ造形
Ⅱ

服作りの基礎となる基本ｱｲﾃﾑの製図方法を学ぶ。
各部位の名称や服の構造を知り、製図を引く知
識・技術を身に付ける。服作りを理解する為に、
部分縫いやﾊﾟﾆｴ、ｳｪｽﾄﾍﾞﾙﾄ、ｻｯｼｭﾍﾞﾙﾄ、ﾃﾞｻﾞｲﾝﾜﾝ
ﾋﾟｰｽ、総裏付きｼﾞｬｹｯﾄを作成する。

2
通

60 ○ ○ ○

21 ○ 就職対策Ⅱ

ｽﾀｲﾘｽﾄの仕事について知識を深め、就職活
動に向けた研修時や面接時に必要な書類を
準備。就職希望先へのｱﾌﾟﾛｰﾁや、方向性志
望動機などを明確なものにする。

2
前

30 ○ ○ ○

22 ○ 卒業制作

2年間の集大成となる作品をｽﾀｲﾘﾝｸﾞｼｮｰ、ｺﾝﾃｽﾄ形
式で発表。上位に選ばれたｽﾀｲﾘﾝｸﾞのみ関西ｺﾚｸｼｮﾝ
で発表、ｽﾀｲﾘｽﾄﾃﾞﾋﾞｭｰできる。ﾌﾟﾛの指導を受けな
がら、ｽﾀｲﾘｽﾄの実務体験を通して実践力を高め
る。

2
後

120 ○ ○ ○ ○

23 ○
ﾊﾟｰｿﾅﾙﾌﾞﾗﾝ
ﾃﾞｨﾝｸﾞ

スタイリングで個人・企業のブランド力を
向上させる方法を学び、ビジネス視点を身
に付ける。

2
通

120 ○ ○ ○

24 ○
ﾋﾞｭｰﾃｨｰ・ｺｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾄ

お客様の魅力を引き出すｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄﾃｸﾆｯｸを習
得する。人と物の個性を分析し、似合うも
の、目的に合ったものを客観的に理論的にｱ
ﾄﾞﾊﾞｲｽ出来る方法を学ぶ。

2
通

180 ○ ○ ○

25 ○
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝ
ｸﾞ

ユーザーの心理（カスタマージャーニー）
の概念を習得。物が売れるまでの工程を習
得。

2
通

60 ○ ○ ○

26 ○ ｾｰﾙｽﾜｰｸ 店頭販売の基礎知識を学ぶ。
2
前

60 ○ ○ ○



27 ○ 業界情報
業界のﾄｯﾌﾟﾘｰﾀﾞｰを招聘し、その分野での
様々なﾄﾋﾟｯｸに触れることで、学生個々の視
野を広げていくことが目的。

2
後

15 ○ ○ ○

28 ○ 文化活動 運動会・演劇鑑賞
2
通

45 ○ ○ ○

28

期
週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
15

卒業要件： 各学科の在学期間に定められた履修規定に従って科目の授業時数を修得することにより進級卒業が認められる。

履修方法： 定められた授業期間の講義、演習、実習に出席し、試験を受験またはレポート、作品、成果物提出が其々の科目で要件を満たした場合。

合計 科目 1980 単位（単位時間）


